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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4 本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

　

平
成
７
年
２
月
に
開
館
し
た
、
と
ち
ぎ

山
車
会
館
（
万
町
）
は
、
県
指
定
有
形
民

俗
文
化
財
の
山
車
の
保
存
も
兼
ね
て
「
と

ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」
の
興
奮
を
い
つ
で
も
楽

し
め
る
よ
う
に
と
、
３
台
の
山
車
を
常
時

展
示
し
て
い
ま
す
。
山
車
展
示
室
で
は
、

山
車
と
映
像
と
光
と
音
を
駆
使
し
て
ま
つ

り
を
再
現
。
２
階
の
展
示
室

で
は
、「
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」

の
歴
史
と
伝
統
を
、
実
際
に

ま
つ
り
で
用
い
ら
れ
る
品
々

と
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

※
山
車
が
巡
行
す
る
と
ち
ぎ

秋
ま
つ
り
は
２
年
に
１
度
開

催
さ
れ
、
次
回
は
来
年
開
催

で
す
。

　

11
月
２
日
（
土
）
～
３
日

（
日
）
の
２
日
間
は
、
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
が
蔵
の
街
大
通

り
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、

様
々
な
物
販
・
展
示
が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
蔵
の
街
第
一

駐
車
場
は
、
買
っ
て
楽
し
い
、

食
べ
て
お
い
し
い
イ
ベ
ン
ト
、

産
業
と
物
産
展
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

ま
つ
り
期
間
中
は
、
普
段

見
ら
れ
な
い
山
車
（
万
町
一
丁

目
・
万
町
二
丁
目
・
万
町
三

丁
目
）
が
山
車
会
館
外
に
登

場
し
ま
す
。
絢
爛
豪
華
な
山

車
を
ゆ
っ
く
り
眺
め
る
絶
好

の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
‼

◎
山
車
会
館
の
『
山
車
』
の

入
替
が
見
学
で
き
ま
す
！

◆
日
時　

11
月
５
日
（
火
）

～
６
日
（
水
）
※
詳
し
く
は

栃
木
市
観
光
協
会
の
Ｈ
Ｐ
又

は
と
ち
ぎ
山
車
会
館
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
11
月
５
日
～
７
日
の
３
日
間
は
、

同
作
業
以
外
は
休
館
し
ま
す
。

◇
入
替
後
の
展
示
山
車　

桃
太
郎
（
室

町
）・
神
武
天
皇
（
倭
町
二
丁
目
）・
静
御

前
（
倭
町
三
丁
目
）

◆
問
合
先　

と
ち
ぎ
山
車
会
館
☎
25
‐

３
１
０
０

11 月５日（火）、６日（水）に公開される山車の入れ替え作業。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（とちぎ山車会館で撮影）

山車会館で興奮をいつでも、多くの方に

とちぎ秋まつりや山車の魅力を体感！
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・
想
像
し
て
い
た
「
広
島
」
と
３
日
間

過
ご
し
た
「
広
島
」
は
全
く
違
う
も
の

で
し
た
。
日
本
で
起
こ
っ
た
戦
争
の
こ

と
を
こ
ん
な
に
考
え
て
く
れ
る
外
国
人

た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
と
て
も

僕
は
感
動
し
ま
し
た
。
平
和
と
い
う
も

の
は
、
僕
た
ち
が
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
、
と
強
く
思
い
ま
し

た
。

・
広
島
を
訪
れ
て
、
戦
争
は
絶
対
に
し

て
は
い
け
な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

戦
争
を
し
て
も
、
笑
顔
や
幸
せ
が
消
え

て
い
く
だ
け
で
、
良
い
事
は
何
も
な
い

と
、肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
こ
の
３
日
間
の
学
習
を
通
し
て
思
っ
た

こ
と
は
、
戦
争
は
無
駄
で
不
要
、
平
和

が
一
番
、
で
す
。
こ
の
学
習
で
改
め
て

戦
争
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
戦
争
は
人
を
殺
す
だ
け
で
誰
も
喜

ば
な
い
。
今
で
も
中
東
で
は
紛
争
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
早
く
紛
争
が
無
く
な

り
世
界
が
平
和
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

・
毎
日
が
健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
て
い

る
の
は
だ
れ
も
が
あ
た
り
ま
え
だ
と

思
っ
て
い
る
事
が
あ
た
り
ま
え
で
は
な

い
と
い
う
事
も
分
か
り
ま
し
た
。
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
平
和
に
暮
ら
せ
て
い

る
と
い
う
事
を
忘
れ
ず
生
活
し
て
い
き

た
い
で
す
。

・
私
は
、
広
島
を
訪
れ
て
、
原
爆
の
恐

ろ
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
町
は
ほ
と
ん

ど
が
破
壊
さ
れ
、
多
く
の
人
々
の
命
を

奪
い
、
生
き
残
っ
た
人
も
、
心
と
体
に

大
き
な
傷
を
受
け
、
今
も
苦
し
ん
で
い

る
人
が
い
ま
す
。
私
が
絶
対
許
せ
な
い

こ
と
は
、「
被
爆
者
」
と
い
う
だ
け
で

差
別
す
る
こ
と
で
す
。一
番
悪
い
の
は
、

「
戦
争
」
な
の
で
す
。
戦
争
が
な
い
平

和
な
世
界
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

〇
全
体
の
感
想

・田川先生の話を聞いていて驚いたことがあります。
なんと日本人の中でも８月６日が何の日かを知らな
かった人がいたそうです。
　日本が唯一の被爆国なのに知らないなんてとても残
念でなりません。田川先生には、なるべく長生きして
もらい、なるべく多くの人に原爆の恐ろしさと悲惨さ
を伝えていってほしいと思いました。
・私の耳には「戦争はいけません。何の罪もない人間を、
次々と殺していくのだから。」という田川さんの声が
残っています。
　今現在、日本は平和なので、戦争の悲惨さをほとん
どの人が知らないので、とても悲しいとおっしゃって
い ま し た。
私は、少し
でも多くの
人に戦争の
悲惨さ、平
和の尊さを
伝えていか
なくてはな
らないと感
じました。

◆被爆体験講話 （講師 ： 田川康介先生）

・
広
島
市
長
に
よ
る
平
和
宣
言
の
中

に
は
被
爆
に
よ
る
差
別
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
被
爆
し
て
い
る
か
ら
離
婚

さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
は
と
て
も
悲

し
い
し
、
自
分
た
ち
人
間
は
こ
ん
な

に
醜
く
な
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

・
私
は
、
68
年
前
の
戦
争
で
被
爆
し

今
も
苦
し
ん
で
い
る
人
々
が
た
く
さ

ん
い
る
こ
と
が
改
め
て
分
か
り
ま
し

た
。

　

私
は
そ
の
場
に
居
な
か
っ
た
た

め
、
本
当
の
苦
し
み
・
悲
し
み
が
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
参
加
し
て
い
た
被

爆
し
た
方
々
の
表
情
を
見
て
い
る

と
、
そ
の
苦
し
み
が
自
分
に
も
深
く

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と

は
、
絶
対
に
繰
り
返
し
て
は
い
け
な

い
。
一
人
一
人
の
行
動
で
平
和
を
守

る
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

◆平和記念式典（ 広島市原爆死没者慰霊式及び平和祈念式）

★
８
月
29
日
に
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

今
回
の
派
遣
で
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と

を
班
別
に
発
表
し
ま
し
た
。
今
年
は
一
般
公
開

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
９
人
に
も
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
、
派
遣
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
各
校
の

学
校
祭
な
ど
で
校
内
発
表
し
、
全
校
生
徒
に
派

遣
活
動
に
つ
い
て
広
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広
島
平
和
記
念
式
典
中
学
生
派
遣
団
の
活
動
報
告

・一番心に残っているのは、原
爆の後遺症で命を落とした佐々
木禎子さんが病気が治ると信じ
て折った鶴です。禎子さんは２
歳のときに被爆し、10 年後の
小学６年生のときに突然白血病
を発症してしまいました。９カ
月の闘病生活の後、亡くなって
しまったそうです。
　禎子さんのように原爆や原爆
の後遺症で苦しんでいる人は今
でもたくさんいます。こんなひ
どいことが未来に二度と起きな
いように、平和な世の中になっ
てほしいと思いました。

◆平和記念公園 ・資料館

【派遣団員の活動報告より抜粋】

　

８
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
、
広
島
平
和
記
念
式
典
中
学
生
派
遣
団

を
広
島
市
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

派
遣
団
長
：
鈴
木
藤
岡
第
一
中
校
長

派
遣
団
員
：
市
立
中
学
校
２
年
生
各
校
２
人
計
26
人

１
日
目
：
平
和
記
念
公
園
・
平
和
記
念
資
料
館
見
学

２
日
目
：
平
和
記
念
式
典
参
列
、
宮
島
見
学
、
元
安
川
と
う
ろ
う
流

し
参
加

３
日
目
：
千
羽
鶴
奉
納
、
被
爆
体
験
講
話
受
講

問
合
先　

 

総
務
課 

☎
21
‐
２
３
１
１

・
栃
木
市
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
作
っ
た
鶴
を
原
爆
の
子
の
像
に
奉
納

し
た
と
き
、
こ
の
世
が
平
和
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
こ
め

ま
し
た
。

　

こ
の
世
に
は
ま
だ
領
土
な
ど
を
争
う
国
が
、
自
分
た
ち
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
刻
も
早
く
、
戦
争
、
原
爆
、

核
兵
器
を
無
く
し
、平
和
な
世
界
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
奉
納
し
終
わ
っ
た
後
に
は
、
全
員
で
合
掌
し
ま
し
た
。
私
達
の
思

い
が
、
少
し
で
も
平
和
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
、
心
か
ら
願
い
、
祈
り

ま
し
た
。
き
っ
と
い
つ
か
、
戦
争
も
核
兵
器
も
な
く
な
っ
て
、
世
界

は
平
和
に
な
る
。
な
ぜ
か
、
そ
う
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆千羽鶴奉納

▲平和記念式典に参加

▲原爆ドームを見学

◀
平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
千
羽
鶴
を
奉
納

★
千
羽
鶴
の
作
製
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

各
中
学
校
で
心
を
込
め
て
作
っ
た
千
羽
鶴
、
パ
ネ
ル
展
等
で
市
民
の
皆
さ
ん

に
作
っ
て
い
た
だ
い
た
折
鶴
並
び
に
市

民
団
体″
栃
木
で
「
千
羽
鶴
」
を
観
る

会
″
か
ら
お
預
か
り
し
た
千
羽
鶴
は
大

切
に
原
爆
の
子
の
像
に
捧
げ
て
き
ま
し

た
。
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
‼

▶
原
爆
の
子
の
像
の
前
で

▲
被
爆
体
験
者
の
講
話
を
聞
く

▲広島平和記念式典中学生派遣団
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No.15

栃木市長　鈴木俊美

第 1　新市庁舎 1 階の整備について
１．市が直接使用する部分及び通路等の共用部分
　平成 25 年度予算案の編成時点（平成 24 年 10
月頃）では、まだ商業施設部分の詳細な面積や、
整備費の市負担分は不明であったため、それを除
く市役所使用部分と共用部分について、予算額 5
億円と定めました。
　しかし、その後、市役所使用部分と共用部分
の面積が当初の 1,500㎡から 1,000㎡となったこ
とや、整備費用の再精査を行った結果、今回約 3
億 2,000 万円となりました。
２．商業施設部分における市の整備負担分
　予算案編成時点では、整備費の市負担分は未定
のため、予算額はゼロでしたが、今年に入って優
先交渉権者が東武宇都宮百貨店に決まり、面積や
利用形態が明らかになったことから、市の負担部
分を見積もったところ、当初は市の負担分は約 8
億 9,000 万円でしたが、議会からの指摘等もあ
り、再度、整備すべき設備の圧縮や、工事方法の
見直しによる費用の軽減等を行った結果、今回約
6 億 7,700 万円となりました。
３．1 階全体の整備費用

（１）最初は、市役所使用部分と共用部分で５億円、
商業施設部分における市の整備負担分 8 億 9,000
万円で、合計 13 億 9,000 万円でした。

（２）最終的には、市役所使用部分と共用部分が
3 億 2,000 万円、商業施設部分における市の整備
負担分 6 億 7,700 万円で、合計約 9 億 9,700 万
円となりました。

（３）市が 1 階部分について当初に予算化した 5
億円をスタートとすると、最終的には 1 階部分
の整備費用は 9 億 9,700 万円になったというこ
とです。
　このことについて、去る 9 月 20 日の議会本会
議において、議会のご承認をいただきました。
４．反省とお詫び

（１）旧福田屋百貨店栃木店への市役所移転の問
題については、平成 24 年 2 月 6 日から同年 2
月 19 日までの間に合計 11 回の市民説明会を開
催し、更には 2 月中に併せてパブリックコメン
トも実施した上で、多くの市民の皆様のご賛同を
いただき、また議会のご賛同もいただいた上で、
平成 24 年 3 月 22 日に、福田屋百貨店栃木店閉
店対策検討委員会の「福田屋百貨店栃木店は、市
庁舎として利活用することが望ましい」との最終
答申を受け、その後の庁議決定を経て、正式に市
役所の旧福田屋百貨店栃木店への移転を決定した
ものです。
　平成 26 年 4 月 5 日には岩舟町と栃木市が合併
し、新・新生栃木市が誕生することになっている
ことから、それまでに市役所本庁を移転し、その
上で岩舟町を受け入れる必要がありました。そこ

で、約 2 年弱で市役所本庁を旧福田屋百貨店栃
木店に移転しなければなりませんでした。

（２）このような慌ただしい状況の中では、先ず
市役所移転の計画を煮詰めることが先であり、商
業施設誘致の検討はその後に行うということにな
らざるを得ませんでした。
　その結果、平成 25 年度予算編成時点において
は、1 階の部分は市役所使用部分と共用部分の予
算化しか行えませんでした。

（３）しかし、理由の如何を問わず、1 階に商業
施設を導入すると決定していた以上、この部分に
ついてどのような商業者を誘致するのか、その際
の市の財政的負担はおおよそどのくらいになるの
かということも検討し、必要な予算措置を図った
上で議会や市民の皆様に説明すべきであったと思
います。にもかかわらず、これを疎かにしてしまっ
たことは紛れもない事実であり、このことについ
ては深く反省するとともに、心からお詫び申し上
げます。
第 2　全体事業費について
１．旧福田屋百貨店栃木店を市役所として整備す
るための当初概算事業費の説明
　平成 24 年 2 月 6 日を手始めに、各地域で行っ
た市民説明会においては、旧福田屋百貨店栃木店
を市役所に改修するには約 21 億円程度が必要に
なるとの説明をしました。
　ただし、これは建物本体の改修や駐車場のライ
ン引き直し等の費用であり、土地代や駐車場の取
得代はもちろん、1 階の商業施設整備のために、
市が負担すべき費用などは含まれていませんでし
た。その整備項目は下表を参照してください。
２．当初概算事業費 21 億円の変更
　当初見積もった 21 億円は、現在では下表のと
おり 27 億 9,000 万円に増額となっています。そ
の理由は下段のとおりです。

新市庁舎整備事業費について

（理由）
［１］建物等の詳細な調査により整備費が増加し
たもの
・当初は、建物の外観を目視によって観察して判
断していましたが、市が建物を取得した後に建物
の内部構造などを詳細に調査したところ、建物の
安全性や利便性を確保するためには、既存の施設
を一部取り壊して補修したり、外壁なども一部改
修する必要が生じたため、その費用が増えました。

［２］将来の経済性や効率性を確保するために整
備費が増加したもの
・電気及び機械設備では使用可能な機器が大部分
と見ていましたが、詳細に調査したところ、故障
した場合の部品がないことが判明したり、新しい
物の方が効率的で経済的であることなどから、交
換することにいたしました。

［３］執務環境の改善や庁舎機能の向上等を図る
ために整備費が増加したもの
・事務室の配置計画などの検討により、床や天井

　皆さん、こんにちは。
　さて、今回は去る 8 月 20 日発行の広報と
ちぎ 9 月号でお知らせした新市庁舎 1 階商
業施設についてのご説明に続き、その後の経
過及び結論をご報告するとともに、新市庁舎
全体の整備を行うための全体事業費等につい
てご説明させていただきます。

事　項 概算事業費
（21 億円）

（単位：千円）

最終事業費
（単位：千円）

摘　要

建築工事 約 583,000 約 897,000
電気設備工事 約 618,000 約 642,000
機械設備工事 約 839,000 約 956,000
立体駐車場工事 約   10,000 約   87,000
議場家具等工事 約   50,000 約   94,000
サイン工事 ― 約   54,000
風力発電設備
工事 ― 約   21,000

その他 ― 約   39,000
（予定）一

部消防設
備改修等

合　　計 約 2,100,000 約 2,790,000 （Ａ）

事　　　　項 事　業　費
（単位：千円）

摘　要

土地・駐車場等購入費用 約 770,000
備品購入及び引越し費用 約 197,000
設計・監理等費用 約   97,000
ネットワーク整備及び防災
関係整備費用等 約 170,000

庁舎 1 階部分整備費用 約 997,000
庁舎 1 階部分調査・設計監理
等費用 約   64,000

合　計 約 2,295,000 （Ｂ）
上記（Ａ）＋（Ｂ）総合計 約 5,090,000 ※

などの仕上げ面積が増えたことや防
災に対する安全性の向上のための改
修等を行うことといたしました。

［４］市民・市民検討会・議会等から
の要望に対応するために整備費が増加
したもの
・立体駐車場の安全性や利便性向上に関する要望
や分かりやすい市役所としての案内の充実に関す
る要望、また自然エネルギーの活用推進の要望等
への対応を図りました。
３．当初概算事業費 21 億円に含まれていなかっ
た整備費用
　土地代を始めとして当初の 21 億円に含まれて
いなかった整備費用は下表のとおりです。

４．何故に当初の 21 億円が 50 億 9,000 万円になっ
たのか

（１）当初の 21 億円が 50 億 9,000 万円になっ
た訳ではありません。
　当初の 21 億円は 27 億 9,000 万円になりまし
た。その理由は前記 2 において述べたとおりです。

（２）当初の 21 億円の中には、上記 3 は含みま
せんでしたが、1 階の商業施設整備のための市の
負担額を除いて、他の費用は整備のためには当然
に必要となるものですから、このことも明示して
説明すべきであったと思います。にもかかわらず、
このことを明示せずに、ただ「土地取得費は除き
ます」としか説明しませんでした。このことにつ
いては説明不足であり、お詫び申し上げざるを得
ません。
　本当であれば、「21 億円以外にも土地取得代や
備品購入、調査設計費、庁内関連工事代等がかか
りますが、その金額はまだ特定できません」と説
明すべきであったと思います。
５．改修等に 50 億 9,000 万円もかかるのなら、
新築の方が割安だったか

（１）市民説明会の折には、新市役所が新築なら、
土地取得費を除いて約 65 億円が見込まれるとい
う説明をしていました。

（２）しかし、この 65 億円は、前記 21 億円と対
比した金額でした。つまり、改修で建物だけを修
繕するなら 21 億円であるが、新築なら 65 億円
であるということです。従って、改修等に 50 億
9,000 万円かかるのに対して、新築なら 65 億円
で済んだということではありません。新築でも
65 億円以外に上記 3 の表記載の費用がかかる可
能性があるということです。
　つまり、改修の場合の 50 億 9,000 万円と新築
の場合を比較するなら、65 億円にそれ以外の費
用を加えた金額と比較するのでなければ正確では
ないということになります。
第 3  結びに
　新市庁舎と商業施設の存在とが相まって、必ず
や中心市街地の活性化に寄与することができるよ
う、最大限の努力と実行をお約束し、説明を終わ
らせていただきます。

※総合計は、百万円単位で四捨五入しています。
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療
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助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

栃
木
市
敬
老
会
事
業
補
助
金

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

市
は
、
自
治
会
等
が
開
催
す

る
敬
老
会
に
対
し
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

敬
老
会
を
開
催
し
た
自
治
会
等

で
、
ま
だ
補
助
金
の
申
請
が
済

ん
で
い
な
い
場
合
は
、
至
急
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
金
の
申
請　

▽
所
定
の

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
左
記
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
用
紙
は
、左
記
の
ほ
か
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
で
す
。
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助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

経営支援事業 空き店舗活用促進事業 産業財産権取得支援事業 新規就農サポート事業

概
要

県 産 業 振 興 センター
「専門家派遣事業（中
小企業診断士、技術士
等）」を利用した際の
経費を補助する制度

店舗の改修・家賃及び
出店後の専門家相談に
係る経費の一部を補助
する制度

特許権・実用新案権など
産業財産権の取得に要し
た経費の一部を補助する
制度

新たに就農する者を対
象に、各種助成制度の
紹介やセミナーの案内
及び就農に係る経費の
一部を補助する制度

限
度
額
・
補
助
率
等

「専門家派遣事業」に
要する企業が負担する
経 費 の 全 額（ 派 遣 １
回につき 1 万 6 千円、
年度内に４回まで利用
可能、最大 6 万 4 千円）

改修：対象経費の 1/2
に 相 当 す る 額（ 上 限
100 万 円 ） 家 賃： 12
か 月 分 の 1/2 に 相 当
する額（上限 50 万円）。
専 門 家： 対 象 経 費 の
1/2 に相当する額（上
限１万６千円。５回ま
で）。

対 象 経 費 の 2/3 の 額。
ただし、特許権は 50 万
円、実用新案権、意匠権
及び商標権は 10 万円を
限度とする

補助額上限 10 万円

補
助
対
象

市内で１年以上事業を
営む中小企業者で、栃
木県産業振興センター

「専門家派遣事業」の
採択を受けた者

対象地域内において、
商店会及び商工会議所
又は商工会に加入を予
定し、空き店舗を活用
して、創業する事業者
又はまちづくりに寄与
する活動を行う 10 人
以上の法人格を有する
団体

市内で１年以上事業を営
む中小企業者で、産業財
産権を取得後、６か月以
内に申請するもの

・満 40 歳以下
・市内に３年以上住所
があり、現在住所を有
し、今後１年にわたり
居住する見込みの者
・市内において農業に
新規就農し、栃木県及
び市において、新規就
農者であることを認め
られた者

担
当
課

商工観光課
☎ 21 ‐ 2504・2541

農林課
☎ 21 ‐ 2553

　市では、各産業分野の支援施策として、引続き下記メニューを用意していますので、活用
ください。詳細は、各担当課へ問い合わせください。

産業振興施策のご案内

　

国
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て

不
妊
治
療
を
受
け
た
ご
夫
婦
に

対
し
、
医
療
保
険
適
用
外
の
治

療
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者
（
左
記
の
す
べ
て
を

満
た
す
方
）
①
婚
姻
し
て
い
る

夫
婦
②
申
請
日
以
前
に
夫
婦
の

一
方
又
は
双
方
が
１
年
以
上
栃

木
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

③
医
療
保
険
各
法
の
加
入
者
④

市
税
の
滞
納
が
な
い
方

◆
助
成
期
間　

子
１
人
に
つ
き

通
算
５
回
ま
で
（
１
年
度
１
回

／
通
算
に
は
合
併
前
の
旧
市
町

で
申
請
を
行
っ
た
回
数
も
含

む
）

◆
助
成
金
額　

医
療
保
険
適
用

外
治
療
費
の
２
分
の
１
の
額
。

た
だ
し
栃
木
県
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
等
の
対
象
と
な
る

場
合
は
治
療
費
か
ら
助
成
額
を

差
し
引
い
た
額
の
２
分
の
１

（
限
度
額
は
１
年
度
10
万
円
）

◆
申
請
期
限　

医
師
が
証
明
し

た
治
療
期
間
の
最
終
日
か
ら
１

年
以
内

★
申
請
書
の
記
入
方
法
や
申
請

方
法
な
ど
は
直
接
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

保
険
医
療
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☎
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‐２
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４

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
２
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生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

　

国
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
不

育
症
と
診
断
さ
れ
医
師
に
よ
る

不
育
症
治
療
を
受
け
た
ご
夫
婦

に
対
し
、
医
療
保
険
適
用
外
の

治
療
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
対
象
者
（
左
記
の
す
べ
て
を

満
た
す
方
）
①
婚
姻
し
て
い
る

夫
婦
②
申
請
日
以
前
に
夫
婦
の

一
方
又
は
双
方
が
１
年
以
上
栃

木
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

③
医
療
保
険
各
法
の
加
入
者
④

市
税
の
滞
納
が
な
い
方

◇
治
療
期
間　

４
月
１
日
以
降

の
治
療
で
出
産
等
に
伴
い
治
療

が
終
了
す
る
ま
で
の
期
間

◇
助
成
金
額　

医
療
保
険
適
用

外
治
療
費
の
２
分
の
１
の
額
。

た
だ
し
他
制
度
の
助
成
対
象
と

な
る
場
合
は
治
療
費
か
ら
助
成

額
を
差
し
引
い
た
額
の
２
分
の

１
（
１
年
度
30
万
円
を
限
度
）

◇
申
請
期
限　

治
療
終
了
後
、

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る

年
度
の
翌
年
度
末
ま
で

★
申
請
書
の
記
入
方
法
や
申
請

方
法
な
ど
は
直
接
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
４

 
生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
２
３

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

平
成
26
年
度

学
童
保
育
利
用
申
込
受
付

　

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、
放

課
後
に
家
庭
で
の
保
護
指
導
を

受
け
ら
れ
な
い
児
童
を
対
象
に
、

学
童
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象　

栃
木
中
央
小
、
栃
木

第
三
小
、
栃
木
第
四
小
、
栃
木

第
五
小
、
南
小
、
大
宮
北
小
、

吹
上
小
、
皆
川
城
東
小
、
千
塚

小
、
大
平
・
藤
岡
・
都
賀
地
域

内
各
小
学
校
に
在
籍
ま
た
は
入

学
予
定
の
６
年
生
ま
で
の
児
童

◆
申
込　

12
月
２
日
（
月
）
～

13
日
（
金
）

※
申
込
用
紙
は
本
庁
、
各
総
合

支
所
及
び
各
学
童
保
育
に
あ
り

ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

 

こ
ど
も
課     

☎
21
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健
康
福
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45
‐１
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８
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健
康
福
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‐０
９
０
４

 

健
康
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29
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健
康
福
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※現在、特別徴収を行っていない源泉徴収義務者の
事業者に、個人住民税の特別徴収を次年度より実施
するよう、10 月と 11 月を重点取組期間に定めて
県内一斉に訪問切替指導をしています。
※個人住民税の特別徴収をしていない場合には、県
税事務所の協力を得て、事業所を訪問し特別徴収へ
の切替指導をさせていただくことがあります。

 市民税課☎ 21 ‐ 2124 / 2125 / 2126

　～ 特別徴収未実施の事業主を対象に
　　　　県内一斉訪問切替指導実施中 ～
　まだ特別徴収を行っていない事業主の方
は、市民税課まで問い合わせください

【事業主のメリット】
○個人住民税の税額計算は市町村で行いま
すので、税額を計算する必要はありません

（１月末までに給与支払報告書を「特別徴
収」と記載の上で市へ提出いただくと、５
月に税額決定通知書を事業主様あて送付し
ます）

【従業員のメリット】
○特別徴収にすると金融機関等に出向いて
納税する手間が省けます
○給与天引き（年１２回）なので、年４回
の普通徴収（個人納付）に比べて１回あた
りの納税額が少なくなります

従
業
員
の
個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う
！

給
与
天
引
き

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
月
額
１
５
，
０
４
０

円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書

に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用

し
た
納
付
、
便
利
で
お
得
な
口

農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
等
は

軽
自
動
車
税
の
申
告
が
必
要
で
す

　

乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク

タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
及
び
フ
ォ
ー

ク
・
リ
フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
・ 

ロ
ー

ダ
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車
は

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
に
な

り
ま
す
。 

　

該
当
す
る
車
両
を
所
有
し
て

い
る
方
、
ま
た
新
た
に
取
得
さ

れ
た
場
合
は
速
や
か
に
軽
自
動

車
税
の
申
告
を
し
て
標
識
（
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。 

　

軽
自
動
車
は
所
有
し
て
い
る

こ
と
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
、
公
道
走
行
を
し
な
い

車
両
や
現
在
使
用
し
て
い
な
い

車
両
で
も
、
所
有
し
て
い
れ
ば

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

市
民
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
１

 

税
務
課 　

☎
43
‐
９
２
０
８

 

税
務
課 　

☎
62
‐
０
９
０
２

 

税
務
課 　

☎
29
‐
１
１
０
１

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

  

☎
92
‐
０
３
０
４

座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
は
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に

納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
対

し
て
、
電
話
、
書
面
、
面
談
に

よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

強
制
徴
収
の
督
促
を
行
い
、
指

定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が

無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義

務
の
あ
る
方（
被
保
険
者
本
人
、

そ
の
配
偶
者
及
び
世
帯
主
）
の

財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保

険
料
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
方
法
や
強
制
徴
収
に
関

す
る
問
合
先　

栃
木
年
金
事
務

所
☎
22
‐
６
０
７
４

◆
免
除
申
請
窓
口

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
５

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

対　　象　　者 開催日 時　間 会　場

青色申告者 農業所得関係 12 月 5 日
（木）

10 時～ 12 時
栃木文化

会館
（旭町）

営業所得関係 14 時～ 16 時
白色

記帳制度
適用者（注）

農業所得関係 12 月 6 日
（金）

10 時～ 12 時

営業所得関係 14 時～ 16 時

（注）記帳制度適用者とは、前年又は前々年の不動産所得、
事業所得及び山林所得の金額の合計額が 300 万円を超え
る白色申告者をいいます。

平
成
25
年
分
決
算
説
明
会

　

税
務
署
で
は
、
青
色
申
告
決

算
書
や
白
色
収
支
内
訳
書
の
作

成
方
法
や
作
成
に
当
た
っ
て
の

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
資
料
は
、
当
日
、
会
場
で

配
付
し
ま
す
。
講
師
は
、
税
務

署
職
員
又
は
税
務
署
が
依
頼
し

た
税
理
士
が
行
い
ま
す
。

※
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
の
説

明
会
の
開
催
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
適
宜
い
ず
れ
か
の
説
明

会
に
出
席
で
き
ま
す
。

栃
木
税
務
署
（
☎
22
‐
０
８
８
５

／
自
動
音
声
案
内
で
２
番
）
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換
地
計
画
を
縦
覧
し
ま
す

　

小
山
栃
木
都
市
計
画
事
業
Ｊ

Ｒ
大
平
下
駅
前
土
地
区
画
整
理

事
業
の
換
地
計
画
を
縦
覧
し
ま

す
。

◆
対
象　

Ｊ
Ｒ
大
平
下
駅
前
土

地
区
画
整
理
事
業
の
利
害
関
係

者◆
縦
覧
期
間　

10
月
23
日（
水
）

～
11
月
５
日
（
火
）
の
８
時
30

分
～
17
時
15
分
（
土
・
日
、
祝

日
も
縦
覧
可
）

◆
縦
覧
場
所　

大
平
総
合
支
所

都
市
建
設
課
（
別
館
２
階
）

　

換
地
計
画
に
つ
い
て
意
見
が

あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
内
に
、

道
路
台
帳
測
量
の
実
施

　

市
道
の
道
路
台
帳
を
作
成
す

る
た
め
、
市
全
域
で
測
量
を
実

施
し
ま
す
。

　

主
に
道
路
の
幅
や
道
路
施
設

の
状
況
な
ど
の
測
量
で
す
が
、

委
託
業
者
が
皆
さ
ん
の
土
地
に

立
ち
入
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
委
託
業
者
は
、
身
分
証

明
証
を
携
帯
し
て
作
業
を
行
い

ま
す
。

◆
測
量
期
間　

10
月
下
旬
～
平

箱
森
西
部
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
保
留
地

　
　
　
　
　

好
評
販
売
中

　

栃
木
市
箱
森
西
部
土
地
区
画

整
理
組
合
で
は
、
住
環
境
の

整
っ
た
保
留
地
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

住
宅
用
の
土
地
を
お
探
し
の

方
は
、ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
販
売
箇
所　

12
区
画
（
９
月
１

日
現
在
）

■
土
地
面
積　

２
３
４
・
00
㎡
～
２
３
６
・
75
㎡

（
70
・
78
坪
～
71
・
61
坪
）

昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年
11
月
26
日
付
「
渡
良
瀬
遊
水
地
に
藤
岡
町
営
ゴ
ル
フ
場
建
設
へ
」　　
　
　
　

下
野
新
聞
か
ら

　
「
温
故
知
新
市
」
は
、
か
つ
て
の
市
内
の
様
子
を
当
時
の
新
聞
記
事
か

ら
紹
介
し
ま
す
。

都市計画案の縦覧

都市計画の種類 縦覧期間 意見書提出期間
①区域区分の変更 10 月 29 日（火）～

11 月 12 日（火）
10 月 29 日（火）～

11 月 12 日（火）
②用途地域の変更
③地区計画の決定

④土地区画整理事業の決定
10 月 29 日（火）～

11 月 28 日（木）
10 月 29 日（火）～

12 月 12 日（木）

　小山栃木都市計画区域の都市計画の変更及び決定に関する案の縦覧を行い
ます。（千塚町上川原地区）
◆都市計画の種類と名称
　①小山栃木都市計画 区域区分の変更【県決定】
　②小山栃木都市計画 用途地域の変更【市決定】
　③小山栃木都市計画 地区計画の決定【市決定】
　④小山栃木都市計画 土地区画整理事業の決定【市決定】
◆対象となる区域
　栃木市千塚町及び尻内町の各一部
◆縦覧期間及び意見書提出期間（※土・日、祝日を除く）
　縦覧時間　８時 30 分～ 17 時 15 分

※なお、都市計画の案について意見のある方は、意見書提出期間内に区域区
分については知事あてに、用途地域・地区計画・土地区画整理事業について
は市長あてに意見書を提出（期間内必着）することができます。
◆縦覧場所、意見書の提出先及び問合先
　県都市計画課 ☎ 028 ‐ 623 ‐ 2468
　栃木土木事務所企画調査課 ☎ 23 ‐ 3593
　  都市計画課 ☎ 21 ‐ 2611
　産業基盤整備課（大平総合支所内）☎ 43 ‐ 9202

（千塚町上川原地区） 環
環 境 ア セ ス メ ン ト

境影響評価準備書の縦覧および説明会
　環境影響評価（環境アセスメント）準備書の縦覧および説明会を開催しま
す。（千塚町上川原地区）
都市計画決定権者　　　　…栃木市
都市計画決定権者の代表者…栃木市長　鈴木俊美
都市計画決定権者の所在地…栃木市入舟町７番 26 号
事業者の名称　　　　　　…栃木市
事業者の代表者　　　　　…栃木市長　鈴木俊美
事業者の所在地　　　　　…栃木市入舟町７番 26 号
対象事業の名称　　　　　…千塚町上川原土地区画整理事業
対象事業の種類　　　　　…土地区画整理事業
対象事業の規模　　　　　…約 36.7ha
対象事業の区域　　　　　…栃木市千塚町及び尻内町の各一部
関係区域の範囲　　　　　…対象事業の区域の周囲約 1,000 ｍ
準備書の名称　　　　　　…千塚町上川原土地区画整理事業に係る環境影響
　　　　　　　　　　　　　評価準備書
◆縦覧期間及び時間　　　…10 月 29 日（火）～ 11 月 28 日（木）（土・日、
　　　　　　　　　　　　　祝日を除く）８時 30 分～ 17 時 15 分
◆意見書提出期間　　　　…10 月 29 日（火）～ 12 月 12 日（木）
◆縦覧場所　　　　　　　…産業基盤整備課、  都市計画課（第２別館）、
　　　　　　　　　　　　　県環境森林政策課、県都市計画課、県南環境森
　　　　　　　　　　　　　林事務所環境企画課、栃木土木事務所企画調査
　　　　　　　　　　　　　課
◆説明会の日時・会場　　…11 月20日（水）18 時 30 分～吹上公民館（吹上町）
◆意見書の提出先　　  　  …産業基盤整備課（〒 329 ‐ 4492 大平町富田
　　　　　　　　　　　　　 558 　大平総合支所内）
◆問合先　　　　　　　　 …産業基盤整備課 ☎ 43 ‐ 9202

施
行
者
（
栃
木
市
）
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

都
市
建
設
課 

☎
43
‐９
２
１
５

成
26
年
３
月

 

道
路
課　
　

☎
21
‐２
６
３
５

 

都
市
整
備
課 

☎
43
‐９
２
１
４

 

都
市
建
設
課 

☎
62
‐０
９
０
８

 

都
市
建
設
課 

☎
29
‐１
１
０
５

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

■
販
売
価
格　

６
，５
５
２
，０
０
０
円 

～ 

７
，

１
７
３
，
５
２
５
円

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
直

接
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

栃
木
市
箱
森

西
部
土
地
区

画
整
理
組
合

事
務
局
（

 

都
市
計
画
課

内
）
☎
21
‐

２
６
１
３

　ゴルフ場は記事の予定より 1 年遅れて
平成３（1991）年 9 月 1 日に「渡良瀬カ
ントリークラブ」としてオープンした。藤
岡総合体育館のすぐ南がクラブハウスで、
遊水地の堤防を乗り越えた遊水地の 68 ヘ
クタールに 18 ホール 6,628 ヤード、パー
72 のコースが展開する。
　渡良瀬遊水地を管理する「渡良瀬遊水地
アクリメーション振興財団」が運営主体と
なっている。建設当時、遊水地周辺の市町
は発展策の一つとして、遊水地の活用を模
索、藤岡町は遊水地内のゴルフ場と遊水地
北東の西前原工業団地
の企業誘致、岩舟町境
の平地林の工業団地開
発を町政の大きな課題
としていた。
　ゴルフ場計画は町初のゴルフ場誕生とな
り、企業誘致も実現。岩舟町境の開発は、
諸事情から東武鉄道により、平成 9 年に
東武藤が丘ゴルフ倶楽部となり、いずれも
町の振興に寄与する。
　渡良瀬カントリ―クラブは、広い上に高
低差がほとんどなく、豪快なショットを楽
しめる半面、22 個の池が配されていて戦

略性も備える。
　開場から 22 年。県内で首都圏に最も近
い立地に加え、さらに都や隣接県の日を設
けるなど、サービスに努めて人気を集める。
樹木も成長、風格を備えたゴルフ場となっ
ている。
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寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

山
本
有
三
『
路
傍
の
石
』
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

８
月
27
日
、
本
市
の
名
誉
市

民
で
あ
る
山
本
有
三
先
生
の

『
路
傍
の
石
』１
，１
０
０
冊
を
、

山
本
有
三
記
念
会
・
山
本
有
三

先
生
の
ご
遺
族
か
ら
、
市
教
育

計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
生

き
る
力
」
を
持
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
活
用
し
て
ほ
し
い

と
市
内
各
小
中
学
校
に
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
市
の
教
育
の
向
上
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
市

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
本
は
各
小
中
学

校
の
教
材
に
す
る
な
ど
、
大
切

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

 

文
化
課 

☎
20
‐
１
０
８
９

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
、
８
月
31
日
現
在
、
総
額
は

８
６
，
０
３
９
，
２
１
０
円
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
は
、次
の
通
り
で
す
。

名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載
し

ま
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

福
祉
の
増
進
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
地
域
福
祉
基
金
へ
寄

付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▽
さ
つ
き
会
様３

４
，
８
１
５
円

▽
異
業
種
交
流
四
ツ
葉
会
様

３
０
，
０
０
０
円

▽
占
部　

真
由
美
様

３
０
，
０
０
０
円

　

こ
の
寄
付
金
は
、
今
後
、
福
祉

　

今
年
は
ク
マ
に
よ
る
人
身
事
故
が
例
年
よ
り
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
ク
マ
は
人
と
ば
っ
た
り
出
会
う
と
、
び
っ
く
り
し
て
子
グ

マ
や
自
分
の
身
を
守
ろ
う
と
し
て
人
を
襲
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
、
出
会
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
多
く
の
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
ク
マ
を
人
里
へ
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に
〉

１
．
誘
引
物
の
除
去

　

・
柿
や
栗
な
ど
の
実
を
片
付
け
る

　

・
生
ゴ
ミ
や
廃
棄
野
菜
を
庭
や
裏
山
に
捨
て
な
い

　

・
犬
や
猫
の
エ
サ
等
を
夜
間
は
建
物
内
に
入
れ
て
お
く

２
．
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
環
境
づ
く
り

　

・
家
屋
周
辺
や
歩
道
脇
な
ど
の
や
ぶ
を
刈
り
払
っ
て
見
通
し
を

　
　

良
く
す
る

　

・
住
宅
敷
地
に
夜
間
照
明
を
設
置
す
る
等
で
ク
マ
を
発
見
し
や

　
　

す
く
す
る

　

・
ク
マ
が
活
発
に
活
動
す
る
早
朝
や
夕
方
は
、
や
ぶ
や
果
樹
の

　
　

あ
る
場
所
に
な
る
べ
く
近
づ
か
な
い

〈
山
林
な
ど
で
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
に
〉

　

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
人
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る

　

・
弁
当
な
ど
の
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る

〈
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
〉

　

・
静
か
に
、
走
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
後
退
し
て
ク
マ
か
ら
離
れ
、

　
　

絶
対
に
近
づ
か
な
い

　

・
襲
っ
て
き
た
ら
、
地
面
に
う
ず
く
ま
り
、
首
の
後
ろ
で
手
を

　
　

組
ん
で
ク
マ
が
立
ち
去
る
の
を
待
つ

県
南
環
境
森
林
事
務
所 　
　
　

  

☎
０
２
８
３
‐
23
‐
１
４
４
１

 

農
林
課 　
　
　
　
　
　

   　

  

☎
21
‐
２
５
５
７

ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

▲山本有三記念会の大木洋三会長（写真右
から２人目）や山本有三先生の遺族から本
の寄贈を受ける赤堀明弘教育長（写真㊨）

みんなでつくろう安心の街
～振り込め詐欺に注意！～

　振り込め詐欺をは
じめとする特殊詐欺
の被害が後を絶たな
い状況にあります。
　市内でも、市職員
や警察官を装った不
審電話が一般家庭に
来ています。振り込め詐欺等は、被害者の
心理を巧みに悪用した犯罪で、分かってい
るつもりでも「誰もが被害者になる可能性」
があります。
　一人で判断せずに、必ず家族や警察に相
談しましょう。

　交通防犯課　☎ 21 ‐ 2141

　

石
川　

猛
、
西
方
子
ど
も
夏

祭
り
街
頭
募
金
及
び
益
金
、
栃

木
市
消
費
者
友
の
会

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
３

　近年、子どもや若者をとりまく環境が大きく変化しています。情報化
社会の進展により、氾濫する有害情報で事件にまきこまれたり、「ネッ
トいじめ」などという以前とは異なるいじめが起きたりしています。
　また、景気の悪化により非正規労働をせざるを得ない若者や、いわゆ
るニートの数も依然として高い状態にあり、子どもや若者が未来に夢を
抱けずにいます。
　一方、従来から問題視されていた児童虐待やいじめについても、いた
ましい事件が続いています。
　このような中で、青少年が新しい時代の担い手として、その個性や能
力を最大限に発揮して、健やかにたくましく成長していくには、家庭、
学校、地域、職場などの地域社会全体で行動していく必要があります。
　この時期にもう一度、青少年の健全育成について考え、具体的な活動
を実践しましょう。
１．毎月第３日曜日「家庭の日」を推進しましょう
　家庭は、青少年が、基本的な生活習慣や社会におけ
る規範意識の基礎を身につけるなど、人間形成に大き
な役割を担う場所です。「家庭の日」には、家族みん
なが顔を揃えてふれあいを育みましょう。普段機会が
取れない方も、家族そろって食事を取ることなどから
始めてみてはいかがでしょうか。
２．子どもたちを有害環境から守りましょう
　インターネットや携帯電話は、素早く、幅広い情報が得られる便利な
手段ですが、犯罪・暴力・過激な性などの有害な情報に接する機会にも
なります。子どもたちが無秩序にこれらの情報に触れることのないよう、
フィルタリングサービスを利用しましょう。使い方について親子で話し
合ってルールを決めるのもよいでしょう。
３．「声かけ運動」を推進しましょう
　子どもは社会全体で育てていくものです。地域の子どもたちの成長に
目を向け、出会った時にはあいさつを心掛けましょう。また、可能な範
囲で地域の行事にも参加し、地域での繋がりを育てましょう。
模範児童生徒を表彰します
　栃木市青少年問題協議会では、地域行事等に積極的に参加し、より良
い社会づくりに貢献している子どもたちを応援するため、模範児童生徒
を表彰します。
困った時には青少年育成センターへ
　心のこと・身体のこと・家族のこと・「誰にも言えなかった」心配なこと・
困っていることなど、ひとりで悩まず相談してください。相談内容の秘
密は、厳守します。
相談日：毎週月～金曜日 9 時～ 17 時
相談先：青少年育成センター（市民会館内）☎ 23-6566

11 月は「 子ども ・ 若者育成支援強調月間」
～子どもたちを　育てよう健やかに　支えようみんなで～

政
策
の
た
め
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
２

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

〝
さ
し
の
べ
た 
そ
の
手
が
こ
ど
も
の 

命
綱
〟

（
平
成
25
年
度
標
語
）

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
し
、
心
身
の

成
長
や
人
格
の
形
成
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
す
。
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
は
、

子
ど
も
の
立
場
が
最
優
先
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
身
体
的
虐
待　

な
ぐ
る
、
け

る
、
熱
湯
を
か
け
る
、
タ
バ
コ

の
火
を
押
し
つ
け
る
、
な
ど

◆
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る

お
ど
か
し
、
無
視
、
他
の
き
ょ

う
だ
い
と
著
し
く
差
別
す
る
、

夫
婦
間
の
暴
力
を
子
ど
も
に
見

せ
る
、
な
ど

◆
ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
怠
慢
・

拒
否
）
食
事
を
与
え
な
い
、
入

浴
さ
せ
な
い
、
な
ど

◆
性
的
虐
待　

性
的
行
為
を
強

要
す
る
、
な
ど

◎
ち
ょ
っ
と
し
た
「
目
配
り
」

「
気
配
り
」
で
、
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
救
え
ま
す
。
子
ど
も
の

不
自
然
な
傷
・
表
情
・
行
動
や
、

保
護
者
の
不
自
然
な
言
動
に
気

づ
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
（
通
告
）
は
、
虐
待
者

の
処
罰
の
た
め
で
は
な
く
、
問

題
を
抱
え
て
い
る
家
庭
を
支
援

し
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。
相
談
（
通

告
）者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◎
子
育
て
で
お
悩
み
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
相
談
く
だ
さ
い
。
一

緒
に
よ
い
方
法
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

◇
相
談
（
通
告
）
先

 

こ
ど
も
課 

☎
21
‐
２
５
１
３

☆
児
童
虐
待
防
止
講
演
会

◆
日
時　

11
月
20
日
（
水
）

14
時
～
15
時
30
分

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
講
師　

仲
根
泰
子
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
い
ば
ら
き
子
ど
も
の
虐

待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
い
事

務
局
長
）

◆
費
用　

無
料

◆
問
合
先

 

こ
ど
も
課 

☎
21
‐
２
５
１
３

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
月
12
日
～
25
日
）

　

近
年
、
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク･

バ
イ
オ

レ
ン
ス
＝
Ｄ
Ｖ
）、
セ
ク
シ
ュ

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

ア
ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
等
と
い
っ
た
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
た

め
毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま

で
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
と
し
て
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

「
Ｄ
Ｖ
防
止
講
演
会
」
を
開
催

し
ま
す

◆
日
時　

11
月
19
日
（
火
）
14

時
～
15
時
45
分

◆
場
所　

市
民
会
館
（
日
ノ
出

町
）

◆
演
題　
「
男
女
間
の
よ
り
良

い
関
係
を
築
き
、
Ｄ
Ｖ
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
」

◆
講
師　

山
口
晢
子
氏
（
宇
都

宮
文
星
短
期
大
学
教
授
）

◆
入
場
料　

無
料（
自
由
参
加
）

◎
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

ま
ず
相
談
を

▽
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
相
談
ル
ー
ム
☎
０
２
８
‐

６
６
５
‐
８
７
２
０

▽
栃
木
警
察
署
☎
25
‐
０
１
１
０

▽
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ

☎
０
２
８
‐
６
２
１
‐
９
９
９
３

▽
サ
バ
イ
バ
ル
ネ
ッ
ト
・
ラ
イ

フ
☎
０
２
８
５
‐
24
‐
５
１
９
２

▽
警
察
安
全
相
談
☎
０
２
８
‐

６
２
７
‐
９
１
１
０

▽
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
宇
都
宮
地
方
法
務
局
）
☎

０
２
８
‐
６
２
７
‐
３
８
５
５
（
11

月
18
日
～
24
日
8
時
30
分
～
19

時
は
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０
‐

０
７
０
‐
８
１
０
も
受
付
）

▽
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
相
談
（ 

こ
ど
も
課
）

☎
21
‐
２
５
１
３

 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課 

☎
24
‐
０
３
５
１
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図
書
館
貸
出
カ
ー
ド
更
新

　

図
書
館
の
貸
出
カ
ー
ド
は
、

３
年
ご
と
に
更
新
に
な
り
ま

す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
図
書
館

で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
更
新

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
登
録
内
容
（
住
所
・
氏
名
な

ど
）
に
変
更
が
あ
る
方
は
、
免

許
証
な
ど
の
証
明
書
を
お
持
ち

　

子
ど
も
の
行
動
を
結
果

だ
け
で
見
る
と
、
う
ま
く
で

き
た
か
で
き
な
か
っ
た
か
、

勝
っ
た
か
負
け
た
か
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
結
果
に
な

る
ま
で
に
、
子
ど
も
な
り
に

努
力
し
た
り
頑
張
っ
た
り
し

た
こ
と

が
あ
っ

た
は
ず

で
す
。

親
と
し

て
、
そ

の
途
中
経
過
の
努
力
、
頑
張

り
を
発
見
し
て
お
い
て
、
結

果
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
認
め

て
ほ
め
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

　
「
い
く
ら
頑
張
っ
た
っ
て

負
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
頑

張
り
が
足
り
な
い
ぞ
」
と

い
っ
た
子
ど
も
の
努
力
を
全

否
定
す
る
言
葉
だ
け
は
避
け

た
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
努
力

を
見
逃
さ
ず
に
親
か
ら
認

め
て
も
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
結
果
は
ど
う
で
あ
れ
、

努
力
は
無
駄
で
は
な
い
と
感

じ
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
努

力
を
す
る
子
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

 

生
涯
学
習
課 
☎
21
‐
２
７
３
１

足
に
も
環
境
に
も
優
し
い
布

ぞ
う
り
を
作
り
ま
せ
ん
か
！

◆
日
時　

11
月
13
日
（
水
）
13

定
例
教
育
委
員
会
開
催

　
11
月
の
定
例
教
育
委
員

会
を
11
月
25
日
（
月
）
13

時
30
分
か
ら
大
平
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ

ザ
（
大
平
町
西
野
田
）
で
開

催
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
☎
21
‐
２
７
１
１

　市では平成 21 年６月１日からすべての住宅に住宅用火災警報器等の設置が
義務化されています。
　平成 25 年６月１日現在、本市での住宅用火災警報器推計設置率は 69.4％、
県で 71.8％、全国では 79.8％と、いずれも本市での設置率は下回っています。
　まだという方は速やかに設置してください。

住宅用火災警報器を設置する場所

・１階建て住宅は寝室に設置してください。

寝室が無くても７m²（四
畳半）以上の居室が５つ
以上ある階には、廊下（な
い場合は階段部分）に住
宅用火災警報器の設置が
必要です！

市消防本部予防課☎ 22 ‐ 0119（代）
詳しくは市消防本部のホームページへ

　本市では台所の設置義務はありませんが、火を使用する機会が多いので
「熱感知式」の警報器を設置しましょう。

・２階建て住宅の例

２階の寝室と階段部分に設置

・３階建て住宅の例

３階の寝室と階段と１階の
階段部分に設置

ついてますか？住宅用火災報知器！
住宅火災をなくすためにあなたにできること

11
月
９
日
は
『
１
１
９
番
の
日
』

　

１
１
９
番
は
、
火
災
・
救
急
・

救
助
な
ど
の
災
害
を
通
報
す
る

た
め
の
緊
急
時
専
用
の
電
話
回

線
で
す
。
間
違

え
て
１
１
９

番
に
か
け
て

し
ま
っ
た
時

は｢

間
違
え
ま

し
た｣

と
、
は
っ
き
り
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
無
言
で
電
話
を
切

ら
れ
て
し
ま
う
と
「
何
か
あ
っ

た
の
で
は
？
」
と
考
え
、
確
認

の
た
め
呼
び
返
し
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き

に
「
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な
い

で
来
て
ほ
し
い
」
と
言
う
方
が

い
ま
す
が
、
救
急
車
は
緊
急
自

動
車
で
す
。
赤
色
灯
を
点
け
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
行
す

る
よ
う
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
サ
イ
レ
ン
を

止
め
て
走
行
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
災
害
情
報
や
休
日
（
日
曜
・

祝
祭
日
）
当
番
医
の
問
い
合
わ

せ
は
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
24

‐
９
９
９
９
へ

市
消
防
本
部
通
信
指
令
課
☎
22

‐
０
１
１
９
（
音
声
ガ
イ
ダ
ン

ス
後
６
番
）

く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課 

☎
43
‐
９
２
１
８

講座名 定員 曜日 時間 期間（９回）
生活に生かす書 20人

月

10:00 ～ 11:30

12/9 ～ 3/3
押花アート 20人 19:00 ～ 20:30
健康体操 50人 17:00 ～ 18:30

筋力アップ講座 50人 19:00 ～ 20:30
エアロビクス 50人 水 19:00 ～ 20:30 1/8 ～ 3/5
リズム体操 50人

木
10:00 ～ 11:30

1/9 ～ 3/6
社交ダンス 男女各 15人 19:00 ～ 20:30

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

◆
受
講
料　

１
千
円
（
教
材
費

は
実
費
／
保
険
料
を
含
む
）

◆
そ
の
他　

受
講
は
１
人
１
講

座
（
定
員
を
超
え
た
場
合
抽

選
）。
講
座
内
容
は
都
合
に
よ

り
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
。

◆
場
所
・
申
込
（
電
話
不
可
）・

問
合
先　

11
月
10
日
（
日
）
～

16
日
（
土
）
に
勤
労
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
☎
27
‐
７
１
４
０

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

第
３
期
自
主
講
座

曜
日 講座名 定員 教材費 期間・回数

水 リラックス
ヨガ 20 人 無料

11/27 ～ 1/29
（12/25 除く）

 全 8 回

木 ズンバ 25 人 無料 11/21 ～ 1/23
全９回

金 シェイプアップ
エアロビクス 25 人 無料 11/22 ～ 12/27 

全６回

◆
日
時　

19
時
～
21
時

◆
場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
日
ノ
出
町
）

◆
対
象　

市
内
に
在
勤
・
在
住

の
35
歳
以
下
の
方
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料
（
教
材
費
は

　

  

ウ
イ
ン
グ
栃
木　

第
2
期
定
期
後
半
講
座

自
己
負
担
）

◆
申
込
・
問
合
先　

11
月
5

日
（
火
）
～
教
材
費
を
添
え
て

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
☎
22
‐

３
１
１
３
へ
※
開
館
時
間　

月

～
金
曜
日
／
13
～
21
時
、
土
曜

日
／
17
～
21
時
（
日
曜
祝
日
休

館
）

☆
ウ
イ
ン
グ
と
ち
ぎ
（
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
）
は
、
若
者
の
就

職
を
支
援
す
る
た
め
、
専
属
の

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
毎

週
月
曜
日
に
13
時
～
21
時
ま
で

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

生
垣
設
置
奨
励

　

補
助
金
制
度
の
ご
案
内

　

緑
化
推
進
を
図
る
た
め
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
生
垣
の
設

置
に
つ
い
て
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

◆
補
助
金
の
額　

１
ｍ
当
た
り

２
千
円
（
限
度
額
３
万
円
）

※
設
置
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

 

河
川
緑
地
課 

☎
21
‐
２
５
５
８

 

都
市
建
設
課 

☎
43
‐９
２
１
５

 

都
市
建
設
課 

☎
62
‐０
９
０
８

 

都
市
建
設
課 

☎
29
‐１
１
０
５

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

時
20
分
～
16
時
30
分

◆
場
所　

厚
生
セ
ン
タ
ー
（
栃

木
第
四
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
／
旭
町
）

◆
対
象　

市
民
20
人

◆
費
用　

無
料

◆
持
ち
物　

布

と
は
さ
み

◆
申
込
・
問
合

先　

10
月
29

日
（
水
）
～
11

月
８
日
（
金
）

に 
 

人
権
・

男
女
共
同
参
画

課
（
厚
生
セ
ン
タ
ー
／
☎
24
‐

２
４
４
４
）
へ

　市政情報、イベント情報、観光情報などを迅
速に広く発信するため、栃木市公式のツイッター
及びフェイスブックを配信しています。
　市ホームページのバナーをクリックするとど
なたでも見ることができます。

問合先　  秘書広報課☎ 21 ‐ 2224

市公式フェイスブック、ツイッターご覧ください‼
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本＝本庁
大＝大平総合支所
藤＝藤岡総合支所

都＝都賀総合支所
西＝西方総合支所

相談業務のご案内
　ご相談はお気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
　住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

　

平
成
22
年
６

月
18
日
、
貸
金

業
法
等
の
完
全

施
行
に
よ
り
、

貸
出
し
の
上
限

金
利
が
利
息
制
限
法
所
定
の

金
利
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
、

ま
た
貸
金
業
者
な
ど
か
ら
の

借
入
額
を
債
務
者
の
年
収
の

３
分
の
１
ま
で
に
制
限
す
る

総
量
規
制
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。

　

多
重
債
務
問
題
は
必
ず
解

決
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
を
放
置
す
る
と
、
ヤ

ミ
金
業
者
に
よ
る
執
拗
な
取

り
立
て
な
ど
、
多
重
債
務
者

の
み
な
ら
ず
家
族
や
周
囲
の

人
々
の
生
活
ま
で
破
壊
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
債
務

整
理
方
法
に
は
、「
任
意
整

理
」「
特
定
調
停
」「
個
人
再

生
」「
自
己
破
産
」
が
あ
り

ま
す
が
、
内
容
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
債
務
整
理
が
自

分
に
は
適
切
か
、
ま
ず
、
無

料
の
法
律
相
談
や
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
利
用
し
て

「
多
重
債
務
」
に
つ
い
て

そ
の
方
向
性
を
見
極
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
実
際
の
債

務
整
理
の
進
め
方
に
つ
い
て

は
弁
護
士
な
ど
の
相
談
を
受

け
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

費
用
に
関
し
て
は
、
日
本

司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ

ラ
ス
）
の
費
用
立
替
え
制
度

（
民
事
法
律
扶
助
業
務
）
を

利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
先　

市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
民
会
館
／
日
ノ

出
町 

☎
23
‐
８
８
９
９
）

相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

11/ ８（金）22（金）
10:00 ～ 12:00

本庁舎／ 本 市民生活課　
☎ 21‐2144

11/21（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館
☎ 43‐6611・0120‐46‐7830

12/16（月）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課
☎ 62 ‐ 0903

○総合相談（行政・人権・家庭児童・青少年） 11/ ８（金）22（金）
10:00 ～ 12:00 本庁舎／ 本 市民生活課　

☎ 21‐2144〇宅地建物相談（土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

11/ ８（金）
10:00 ～ 12:00

○合同相談（行政・人権・心配・困りごと）

11/12（火）
9:30 ～ 11:30

ふるさとふれあい館／ 大  生活環境課　　
☎ 43‐9211

11/18（月）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター / 西 生活環境課
☎ 92‐0308

11/26（火）
９:30 ～ 11:30

老人憩いの家／ 都 生活環境課
☎ 29‐1102

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁舎／ 本 市民生活課
☎ 21‐2144

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市民会館／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 11/12（火）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館
☎ 43‐6611　0120‐46‐7830

○外国人相談 11/16（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館
☎ 43‐6611　0120‐46‐7830

○行政相談 11/12（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課
☎ 62‐0903

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

大平隣保館☎ 43‐6611・0120‐46‐7830
厚生センター☎ 24‐2444
市民会館 /人権・男女共同参画課☎ 24‐0351

12/ ４（水）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／人権・男女共同参画課
☎ 24‐0351

○いじめ相談電話（土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外は
留守番電話・FAX）

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター　 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもとその家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／家庭児童相談室
☎ 21‐2514

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／ 本 こども課
☎ 21‐2513

○就労支援相談（事前に要予約）
　（35 歳以下の就労相談）

毎週月曜日（祝日を除く）

13:00 ～ 21:00
栃木勤労青少年ホーム／栃木勤労青少
年ホーム　☎ 22‐3113

家
族
介
護
者
の
集
い

◆
日
時　

12
月
12
日
（
木
）
10

時
～
16
時
10
分
▽
集
合
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今

泉
町
２
丁
目
）

◆
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
「
若
年
性
元
気
サ
ロ
ン
」

（
宇
都
宮
市
道
場
宿
）

お
も
ち
茶
屋
に
て
昼
食
（
宇
都

宮
市
道
場
宿
）

◆
対
象　

高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
方
20
人
（
先
着
順
）

◆
内
容　

若
年
性
認
知
症
の
方

が
働
く
カ
フ
ェ
で
、
認
知
症
の

方
へ
の
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

学
び
ま
す
。

◆
講
師　

金
澤
林
子
氏
（
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
栃
木
県
支

部
代
表
）

◆
参
加
費　

１
，３
０
０
円（
昼

食
代
等
）

◆
申
込
・
問
合
先　

11
月
29
日

（
金
）
ま
で
に
大
平
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
43
‐
１
５
５

０
／
吹
上
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
31
‐
１
０
０
２
へ

家
族
介
護
者
の
集
い

　

介
護
者
自
身
の
健
康
も
大
切

で
す
。
交
流
を
図
り
な
が
ら
体

を
ほ
ぐ
し
て
心
身
と
も
に
リ
フ

働
く
婦
人
の
家

レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
講
座

◆
日
時　

12
月
11
日
（
水
）
13

時
30
分
～
15
時

◆
場
所　

市
民
会
館
（
日
ノ
出

健
康
あ
っ
ぷ
講
座
（
栄
養
編
）

◆
日
時　

12
月
５
日
（
木
）
10

時
～
13
時（
受
付
9
時
45
分
～
）

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時　

12
月
７
日
（
土
）
10

時
～
12
時

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
対
象　

高
齢
者
等
を
介
護
し

て
い
る
方
、
介
護
に
関
心
の
あ

る
方
20
人
（
先
着
順
）

◆
内
容　

○
健
康
体
操
～
体
を

ほ
ぐ
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
～
○
交

流
会

◆
講
師　

市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員

◆
参
加
費　

１
０
０
円
（
お
茶

菓
子
代
）

◆
申
込
・
問
合
先　

12
月
5
日

（
木
）
ま
で
に
国
府
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
27
‐
３
８
５

５
へ

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
講
習
会

　
『
心
理
士
の
話
』

◆
日
時　

10
月
24
日
（
木
）
13

時
30
分
～
15
時

◆
場
所　

と
ち
ぎ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
箱
森
町
）

◆
内
容　

心
の
発
達
と
そ
の
問

題◆
講
師　

國
學
院
大
學　

佐
藤

秋
子
氏

　
『
幼
児
安
全
法
』

◆
日
時　

11
月
29
日
（
金
）
10

時
～
11
時
30
分

◆
内
容　

日
本
日
赤
職
員
の
指

導
に
よ
る
幼
児
安
全
法

☆
共
通
事
項

◆
対
象　

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
に
関

心
の
あ
る
方
。（
託
児
あ
り
）

◆
定
員　

30
人

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
受
付
時
間　

９
時
～
17

時◆
申
込
・
問
合
先　

フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

栃
木
（
☎
25
‐
１
０
４
０
）
／

大
平
（
☎
43
‐
１
１
３
４
）

タ
ー
（
今
泉
町
2
丁
目
）

◆
対
象　

市
内
在
住
者
20
人

（
先
着
順
）

◆
内
容　

▽
講
話
「
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で

低
カ
ロ
リ
ー
に
す
る
コ
ツ
」

▽
調
理
実
習 

～
美
味
し
く
食

べ
て
若
返
り
メ
ニ
ュ
ー
～

▽
試
食
会

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
米
１
合
・
筆
記
用
具

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

11
月
12
日

（
火
）
～

 

健
康
増
進
課
（
☎

25
‐
３
５
１
２
）
へ

　

～
体
力
が
気
に
な
る
方
。
一

年
の
締
め
く
く
り
に
体
力
測
定

を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
～

◆
日
時　

12
月
5
日
（
木
）
10

時
～
12
時

◆
場
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

25
人

◆
内
容　

受
講
者
の
年
齢
に
合

わ
せ
た
室
内
で
出
来
る
簡
単
体

力
測
定
で
す
。
日
ご
ろ
体
を
鍛

え
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
運

動
を
し
て
な
い
方
も
自
分
の
体

力
を
知
る
良
い
機
会
で
す
。
指

導
員
の
丁
寧
な
説
明
に
従
っ
て

行
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

12
月
2

日
（
月
）
ま
で
に
勤
労
者
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
27
‐

７
１
４
０
）
へ

あ
な
た
の
体
力
何
歳
？

寺
尾
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

＆
星
野
地
区
収
穫
祭

　

の
ん
び
り
と
寺
尾
路
を
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

コ
ー
ス
は
寺
尾
公
民
館
と
星

野
収
穫
祭
会
場
を
往
復
す
る
約

11
㌔
で
す
。
寺
尾
の
お
米
や
蕎

麦
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ

り
ま
す
。

※
同
日
開
催
の
収
穫
祭
で
使
用

で
き
る
３
０
０
円
分
の
引
換
券

付
き
。

◆
日
時　

11
月
23
日
（
土
・
祝
）

８
時
30
分
～
14
時

◆
対
象　

小
学
生
以
上

◆
定
員　

１
５
０
人（
先
着
順
）

◆
費
用　

５
０
０
円
（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
参
加
費
）

◆
申
込　

10
月
21
日
（
月
）
～

11
月
１
日
（
金
）
に
電
話
で
氏

名
・
住
所
・
連
絡
先
・
参
加
人

数
を
寺
尾
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

事
務
局
（
寺
尾
公
民
館
内
／
☎

31
‐
０
０
０
２
）
へ

  
栃
木
家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
会
カ
ル
パ

「
親
子
ふ
れ
あ
い
自
然
体
験
」

◆
日
時　

11
月
23
日
（
土
・
祝
）

９
時
30
分
～
14
時

◆
場
所　

国
府
公
民
館
（
惣
社

町
）
集
合

◆
対
象　

市
内
小
学
生
の
親
子

20
組
（
申
込
先
着
順
）

◆
内
容　

松
尾
芭
蕉
が
立
ち

寄
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
大

神
神
社
（
室
の
八
嶋
）
の
散
策

と
、
親
子
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
と

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
を
作
り
ま

す
。（
栃
木
市
栃
木
家
庭
教
育

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
会
カ
ル

パ
が
主
催
し
、
教
育
委
員
会
が

共
催
）

◆
参
加
費　

１
人
３
０
０
円

◆
申
込
・
問
合
先　

10
月
25
日

（
金
）
～
11
月
５
日
（
火
）
に

電
話
で

 

生
涯
学
習
課 

☎
21

‐
２
７
３
１

町
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

女
性
15
人
（
先
着
順
）

◆
内
容　

ミ
ニ
バ
ラ
の
乾
燥
花

を
使
っ
て
素
敵
な
ハ
ー
ト
ミ
ニ

フ
レ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

◆
教
材
費　

１
，
４
０
０
円

◆
申
込
・
問
合
先　

11
月
5
日

（
火
）
～
教
材
費
を
添
え
て

 

商
工
観
光
課 

☎
21
‐
２
５
０
４
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～
都
賀
か
ら
奏
で
る
音
楽
の
輪
～

都
賀
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
成
26
年
度
入
学
資
金
融
資

　
　
　
　

あ
っ
せ
ん
の
案
内

　

毎
年
冬
に
開
催
さ
れ
て
い
る

幻
想
的
な
イ
ベ
ン
ト
「
光
と
音

の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
を
企
画
立

案
・
運
営
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
実
行
委
員

は
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
話
し

合
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
運
営

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
み
ん
な

で
熱
く
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
せ

ん
か
！

◆
任
期　

委
嘱
日
～
平
成
26
年

１
月
31
日
ま
で
（
予
定
）

◆
対
象　

15
歳
以
上
で
、
当
イ

ベ
ン
ト
に
関
心
を
持
ち
、
会
議

に
参
加
で
き
る
方

◆
公
募
数　

若
干
名

◆
イ
ベ
ン
ト
内
容　

○
期
間　

11
月
29
日
（
金
）
～

光
と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

実
行
委
員
会
公
募
委
員
募
集

☆
市
営
住
宅

○
大
宮
市
営
住
宅
（
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
の
申
込

住
戸
、
単
身
可
）　　

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
城
内
南
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
城
内
南
第
２
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
本
町
市
営
住
宅　
　
　
　
　

入
居
者
募
集
情
報

平
成
26
年
度
栃
木
市
奨
学
生
募
集

　サイエンススクール　
　　　in　太平少年自然の家

◆日時　11 月 30 日（土）～ 12 月 1
日（日）１泊２日
◆場所　太平少年自然の家（平井町）
◆対象　市内小学４～６年生24人（定
員を超えた場合は抽選）
◆内容　日立栃木理科クラブの皆さん
による科学系のモノづくり教室、宇都
宮大学の田原名誉教授のおもしろ科学
体験講座や天体講座、さらに天体望遠
鏡による星空観察等を行います。
◆参加費　５千円
◆ 申 込・ 問 合 先　10 月 30 日（ 水 ）
～ 11 月８日（金）に窓口または電話
で  生涯学習課 ☎ 21 ‐ 2731

◆
日
時　

11
月
16
日
（
土
）
７

時
30
分
～
18
時

◆
場
所　

日
本
工
業
大
学
（
埼

玉
県
宮
代
町
）　

◆
対
象　

市
内
小
学
４
～
６
年

生
の
親
子
20
組
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

◆
内
容　

市
バ
ス
で
移
動
し
、

午
前
は
日
本
工
業
大
学
の
先
生

と
大
学
生
の
支
援
を
受

け
て
も
の
づ
く
り
を
行

い
、
午
後
は
蒸
気
機
関

車
乗
車
体
験
や
落
雷
実
験
見
学

等
、
大
学
の
研
究
施
設
で
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
し
ま
す
。

◆
費
用　

決
定
後
学
校
配
布
の

通
知
に
記
載

◆
申
込
・
問
合
先　

10
月
16
日

（
水
）
～
25
日
（
金
）
に
窓
口

ま
た
は
電
話
で 

 

生
涯
学
習

課
☎
21
‐
２
７
３
１

親
子
で
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
in
　
日
本
工
業
大
学

と
ち
ぎ
市
民
環
境
ま
つ
り

◆
日
時　

11
月
９
日
（
土
）
10

時
～
14
時
30
分

◆
場
所　

市
民
会
館
（
日
ノ
出

町
）

◆
内
容　
「
と
ち
ぎ
市
民
環
境

ま
つ
り
」
は
市
民
一
人
ひ
と
り

の
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高

◆
日
時　

11
月
３
日（
日
）

９
時
～
13
時

◆
場
所　

永
野
川
緑
地
公

園
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
周
辺

（
岩
出
町
）

◆
内
容　

動
物
た
ち
と
ふ

動物フェスティバル

れ
あ
い
、
正
し
い
犬
の
飼

育
と
し
つ
け
を
学
び
ま

す
。
ワ
ン
ワ
ン
シ
ョ
ー
、

盲
導
犬
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
、
小
動
物
の

移
動
動
物
園
、
子
犬
・
子

猫
の
譲
渡
会
、
獣
医
師
に

よ
る
ペ
ッ
ト
の
健
康
相
談

な
ど
を
無
料
で
実
施
。

◆
参
加
費　

無
料

◆
問
合
先　

 

環
境
課 

☎
21
‐
２
６
０
１

第１回栃木地区

◆
対
象

・
私
立
の
高
校
、
短
大
、
大
学

入
学
予
定
者
の
保
護
者
で
、
市

内
に
１
年
以
上
在
住

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る

・
償
還
が
確
実
な
方
（
融
資
基

準
に
適
合
す
る
方
）

◆
定
員　

若
干
名

◆
融
資
額　

高
校
は
20
万
円
、

短
大
・
大
学
は
１
０
０
万
円
が

限
度
（
入
学
時
に
一
括
し
て
納

入
す
る
入
学
金
、
施
設
設
備
費

等
の
範
囲
内
）

◆
返
済　

高
校
３
年
、
短
大
２

年
、
大
学
４
年
以
内
を
返
済
期

間
と
し
、
毎
月
元
利
均
等
償
還

（
借
り
た
日
の
翌
月
か
ら
３
か

月
据
え
置
き
）

◆
金
利
等　

年
利
２
・
８
％
予

定
＊
利
子
の
一
部
（
２
％
）
を

　

～
冬
が
く
れ
た
ラ
ブ
ス
ト
ー

リ
ー
♡
～

◆
日
時　

12
月
15
日
（
日
）
13

時
～
16
時

◆
場
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象　

25
～
40
歳
独
身
勤
労

ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

者
男
女
各
20
人

◆
内
容　

地
域
活
性
、
独
身
勤

労
者
の
た
め
の
婚
活
支
援
イ
ベ

ン
ト

◆
参
加
費　

男
性
５
千
円
・
女

性
２
千
円

◆
申
込
・
問
合
先　

12
月
５
日

（
木
）
ま
で
に
勤
労
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
☎
27
‐
７
１
４
０

　
　

小
江
戸
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
３

　
　

佐
原
大
会
参
加
者
募
集

◆
日
時　

11
月
30
日
（
土
）
7
時
30
分
～
20
時 

◆
場
所　

千
葉
県
香
取
市

◆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

栃
木
発
→
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
→
市
内
散
策
（
各
自
昼
食
11
時
～

14
時
）
→
小
江
戸
サ
ミ
ッ
ト
・
講
演
会
（
14
時
30
分
～
17
時
）
→

栃
木
着

◆
定
員　

40
人
（
先
着
順
／
バ
ス
１
台
）

◆
参
加
費
１
千
円
／
人
（
バ
ス
代
・
保
険
料
含
む
）

◆
申
込
・
問
合
先　

11
月
13
日
（
水
）
～
15
日
（
金
）
の
９
時
～

17
時
に
参
加
費
を
添
え
て
小
江
戸
と
ち
ぎ
会
事
務
局
（

 

商
工
観

光
課
内
／
☎
21
‐
２
５
４
４
）
へ

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
―

知
ら
れ
ざ
る

            

科
学
技
術
の
世
界

お
お
ひ
ら
産
業
祭

◆
日
時　

11
月
23
日
（
土
）
９

時
30
分
～
15
時

◆
場
所　

大
平
運
動
公
園
さ
く

ら
球
場
ほ
か

◆
内
容　

Ｊ
Ａ
関
係
団
体
の
出

店
／
商
工
会
関
係
団
体
の
出
店

／
農
産
物

直
売
／
フ

リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
／

町
特
産
品

い
っ
ぱ
い

の
ビ
ン
ゴ

◆
期
間　

11
月
10
日
（
日
）
ま

で◆
開
館
時
間　

９
時
～
17
時

（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

◆
休
館
日　

10
月
28
日
（
月
）、

11
月
５
日
（
火
）

◆
場
所　

と
ち
ぎ
蔵
の
街
美
術

館※
詳
し
く
は
左
記
へ

◆
問
合
先　

と
ち
ぎ
蔵
の
街

美
術
館
（
万
町
）
☎
20
‐

８
２
２
８

１
月
中
旬

○
会
場　

東
武
新
大
平
下
駅
東

口
・
プ
ラ
ッ
ツ
お
お
ひ
ら
周
辺

◆
申
込
・
問
合
先　

10
月
21
日

（
月
）
～
11
月
1
日
（
金
）
に
光

と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
実
行
委

員
会
事
務
局
（ 

大 

産
業
振
興

課
内
／
☎
43
‐
９
２
１
３
）
へ

市
が
補
助

◆
申
込
・
問
合
先　

11
月
11
日

（
月
）
～
平
成
26
年
3
月
7
日

（
金
）
に 

 

教
育
総
務
課 

☎

22
‐
２
７
１
１

◆
対
象　

扶
養
者
が
本
市
に
６

か
月
以
上
居
住
し
、
学
校
教
育

法
で
規
定
す
る
高
等
学
校
、
専

修
学
校
、
短
大
ま
た
は
、
大
学

に
来
年
４
月
に
進
学
す
る
方
、

ま
た
は
在
学
中
の
方
で
、
経
済

的
に
修
学
困
難
な
方

◆
定
員　

若
干
名

◆
貸
与
額
（
月
額
）　

○
高
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程

は
1
万
２
千
円

○
専
修
学
校
専
門
課
程
・
短
大
・

大
学

・
自
宅
通
学
2
万
５
千
円

・
自
宅
外
通
学
は
３
万
円

◆
申
込
・
問
合
先　

11
月
18
日

（
月
）
～
平
成
26
年
１
月
31
日

（
金
）
に 

 

教
育
総
務
課 

☎

22
‐
２
７
１
１

ゲ
ー
ム
／
お
お
ひ
ら
巨
峰
ワ
イ

ン
試
飲
・
販
売　

ほ
か
／
園
児

た
ち
の
遊
戯
な
ど
／
商
工
会
わ

く
わ
く
セ
ー
ル

◎
共
催　

Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り

・
農
産
物
品
評
会
、
農
産
物
直

売
会　
　

ほ
か

※
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
内
容
等
に

つ
い
て
は
、
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
問
合
先　

お
お
ひ
ら
産
業

祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（ 

 

産
業
振
興
課
内
）
☎
43
‐

９
２
１
２

め
、
市
民
、

事
業
者
、
市

が
一
体
と

な
っ
て
、
よ

り
良
い
環
境

づ
く
り
を
促

進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
環
境
に
つ
い

て
楽
し
く
学
べ
る
ま
つ
り
で

す
。

▽
環
境
に
関
す
る
各
種
展
示
、

取
組
発
表
／
水
質
検
査
／
模
擬

店
／
児
童
・
生
徒
作
成
３
Ｒ
ポ

ス
タ
ー
掲
示
そ
の
他

☆
同
時
開
催　

栃
木
市
消
費
生

活
展

◆
問
合
先　
　

 

環
境
課 

☎
21

‐
２
６
０
１

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得

月
額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
（
78
・
45
平
方
㍍
）

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

３
Ｄ
Ｋ
（
70
・
23
平
方
㍍
）

２
戸　

家
賃
６
万
５
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　

３
Ｄ
Ｋ　
（
73
・
77
平
方
㍍
）　

３
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

※
家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金

（
月
２
千
７
百
円
／
台
）
が
か

か
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間　

11
月
５
日（
火
）

～
11
日
（
月
）
8
時
30
分
～
17

時
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

◆
入
居
日　

12
月
１
日
（
日
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

 

建
築
課 

☎
21
‐
２
６
２
３

◆
日
時　

11
月
23
日
（
土
）
10

時
～
15
時

◆
場
所　

▽
星
野
遺
跡
憩
の
森

（
星
野
町
）
▽
葛
生
化
石
館
（
佐

野
市
）

◆
対
象　

市
内
の
小
学
３
年
生

～
中
学
生
と
保
護
者

◆
定
員　

親
子
20
組（
先
着
順
）

◆
内
容　

石
器
時
代
の
石
槍
を

講
師
の
指
導
を
受
け
て
製
作
し

ま
す
。
ま
た
縄
文
時
代
の
竪
穴

式
住
居
の
前
で
、
弓
で
的
を
射

た
り
、
槍
を
投
げ
る
体
験
や
化

石
館
で
、
フ
ズ
リ
ナ
・
ウ
ミ
ユ

リ
の
化
石
さ
が
し
が
で
き
ま

す
。

◆
参
加
費　

２
０
０
円

◆
申
込
・
問
合
先　

11
月
18
日

（
月
）
ま
で
に
電
話
で  

 

文

化
課
（
☎
20
‐
１
０
８
９
）
へ

石
器
づ
く
り
・
化
石
さ
が
し

　
　
　
　
　
　
　

体
験
教
室

◆
日
時　

11
月
10
日
（
日
）
13

時
開
演

◆
場
所　

都
賀
文
化
会
館
（
都

賀
町
原
宿
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
内
容　

一
般
市
民
で
結
成
す

る
「
都
賀
音
楽
を
楽
し
む
会
」

の
音
楽
劇
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

作
曲
〝
第
九
〟
の
合
唱
、
小
・

中
学
生
の
演
奏
を
行
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す
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◆
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賀
文
化
会
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‐
８
８
５
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時＝日時／時間　場＝場所　対＝対象　内＝内容
費＝費用　定＝定員　申＝申込・問合先　
詳細は各団体等に問い合わせください。

第４回栃木市長距離走大会参加者募集
時 12 月７日（土）午前９時集合 場     総合運動公園
陸上競技場（川原田町）対 中学生以上の市内在住
者 内 種目＝中学男子 3,000 ｍ／女子（中学・高校・
一般）3,000 ｍ／高校男子、一般男子（大学生含む）
5,000 ｍ※１月に開催される栃木県郡市町対抗駅
伝、県南五市対抗親善駅伝大会の代表選手選考の参
考にします 費１人 300 円※大会当日、会場で納入 
申 11 月 29 日（金）までに電話で 本 スポーツ振興
課☎ 25‐0930
合併記念ミックスダブルス大会
時 11 月 23 日（土）集合・受付８時 30 分、開始
９時※予備日 24 日（日） 場    総合運動公園テニスコー
ト（川原田町） 対 栃木市テニス協会登録者、本市・
岩舟町・壬生町に在勤・在住・在学者 内 種目＝一般、
ペア年齢 100 歳以上、120 歳以上、130 歳以上 費 
ペアのどちらかが栃木市テニス協会登録者の場合 =
１組 2,500 円／ペアのどちらも同協会未登録者の
場合＝１組３千円 申 現金書留または銀行振込で 11
月６日（水）必着※詳細は同協会ホームページの大
会要項を。 BEST Tennis Academy ／佐藤☎ 090‐
3103‐9828 ／ 本 スポーツ振興課☎ 25‐0930
元旦マラソン大会参加者募集
時 平成 26 年１月１日（水）８時受付、9 時スター
ト※小雨決行 場     総合運動公園陸上競技場（川原田
町）及びその周辺 対 小・中学生・一般 内 ○Ａクラ
ス（１km）親子ペア（男女混合）／子どもは小学
２年生以下〇Ｂクラス（１km）小学１、２年生男子、
女子〇Ｃクラス（２km）小学３、４年生男子〇Ｄ
クラス（３km）小学５、６年生男子〇Ｅクラス（２
km）小学３、４年生女子〇Ｆクラス（２km）小学
５、６年生女子〇Ｇクラス（５km）女子（中学・
高校生含む）〇Ｈクラス（５km）中学生男子〇Ｉ
クラス（５km）一般男子（45 歳以下）〇Ｊクラス
（５km）一般男子（46 歳以上）〇Ｋクラス（10km）
男子（高校生含む）費 1 人 1,500 円（親子ペアは
１組 2,500 円） 申 11 月 29 日（金）までに所定の
申込用紙（郵便振替用紙）に現金を添えて郵便局へ
※申込用紙は 本 スポーツ振興課、各教育支所スポー
ツ振興チーム、市役所受付、教育委員会にあります 
本 スポーツ振興課☎ 25‐0930
苗場スキー教室参加者募集
時 12 月 28 日（土）～ 30 日（月）※２泊３日 場     
苗場スキー場（新潟県湯沢町）対 おおむね小学３
年生以上 40 人（先着順） 費１人２万３千円※バス
代、宿泊料（朝・夕食付）、指導料、保険料を含む。
ただし、リフト代は別途※参加費は、説明会時に納
入 申 所定の申込用紙で 11 月１日（金）～ 12 月 9
日（月） までに石川スポーツ☎ 24‐3161 ／石田ス
ポーツ☎ 22‐1416 ／ツカダ栃木店☎ 25‐2801
／出口保険事務所☎ 22‐0858 ／本 スポーツ振興
課☎ 25‐0930 ／各教育支所スポーツ振興チーム
へ※申込用紙は各申込先にあります。
少年スキー教室参加者募集
時１月 18 日（土）～ 19 日（日） 場     会津高原たか
つえスキー場（福島県南会津町）対 市内の小学４
年生以上と中学生 100 人（先着順） 費１人２万円
／スキーレンタルあり２万３千円／スキー・ウェア
レンタルあり２万５千円※バス代、宿泊料（朝・夕
食付）、２日目の昼食、指導料、リフト代（ナイター
を含む）、保険料を含む。※参加費は、説明会時に
納入 申 所定の申込用紙（スポーツ振興課、各教育
支所スポーツ振興チーム、各小中学校にあり）で
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日
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月
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日
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日
）
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２
０
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◆
講
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講
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吉
永
み
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子
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（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
・
テ
レ
ビ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
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分
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11 月１日（金）～ 12 月 10 日（火） に 本 スポー
ツ 振 興 課 ☎ 25‐
0930 ※説明会１月
９日（木）18 時 30
分栃木文化会館（旭
町）
今後のスキー教室の
予定
○都賀・親子スキー・スノーボード教室
時１月７日（火） 場     ハンターマウンテン塩原（那須
塩原市）
○栃木市民スキー祭
時２月１日（土） 場     エーデルワイススキーリゾート
（日光市）
○おおひらスキー祭
時３月１日（土） 場     だいくらスキー場（福島県南会
津町）
「どようびのあそびば」スポーツひろば（後期）
時 11 月９日、16 日、23 日の土曜日 19 時 30 分
～ 21 時 15 分 場    藤岡第一中学校体育館（藤岡町藤
岡） 対 市民 40 人（先着順） 内 ファミリーで楽しく
遊びながら、色々なスポーツを体験します。日ごろ
の運動不足を、家族みんなで楽しく解消しましょう。
実施種目＝ストレッチ、ドッジボール等の軽スポー
ツ 費 500 円／人（初回当日徴収） 申 10 月 24 日
（木）～ 11 月 7 日（木）藤岡スポーツふれあいセ
ンター☎ 62‐1301

◆
場
所　

▽
パ
レ
ー
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足
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銀
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藤
岡
支
店
～
藤
岡
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岡
中
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踊
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藤
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小
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ト
、
特
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観
光
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資
源
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を
広
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住
民
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紹
介
し
、
農
産

物
等
を
販
売
し
ま
す
。
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合
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じ
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実
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事
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産
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内
）
☎
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‐
０
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日
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員
・
消
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検
、
表
彰
等
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西
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性
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募
集
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自
分
た
ち
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街
は
、

　
　
　

自
分
た
ち
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る
！

　

あ
な
た
の
力
を
地
域
の
安
全

と
安
心
を
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る
た
め
に
生
か
し

◎
分
列
行
進
（
時
間　

11
時
30
分
こ
ろ
～
）

　

蔵
の
街
大
通
り
を
栃
木
第
３
小
学
校
鼓
笛
隊
が
先
導
し
て
、
今
年
発
足
し
た

女
性
消
防
団
員
10
人
、
徒
歩
部
隊
約
７
０
０
人
、
車
両
部
隊
約
70
台
が
行
進
し

ま
す
。

※
当
日
は
11
時
30
分
～
12
時
30
分
（
予
定
）
ま
で
足
利
銀
行
栃
木
支
店
前
～
万
町
交
番
前
の
区
間

が
通
行
止
に
な
り
ま
す
。

ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、
危
機
管
理
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
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危
機
管
理
課

☎
21
‐
２
７
０
３

第 14 回よさこい藤岡パレード
11 月 10 日（日）

▲ 2012 年のよさこい藤岡パレードの様子
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対
象　 ＝内容　 ＝講師　 ＝担当
医師　 ＝費用　 ＝定員　 ＝申
込・問合せ
詳細は各団体等に問い合わせください。

シルバー人材センター入会説明会
11 月 21 日（木）13 時 30 分～  

栃木保健福祉センター（今泉町２丁目）
 市内在住で働く意欲のある 60 歳以

上の方  栃木事務局☎ 23‐4165 ▽
藤岡事業所☎ 62‐1534 ▽都賀事業
所☎ 27‐8812 ▽大平事業所☎ 43‐
0155 ▽西方事業所☎ 92‐8390 ※除
草・塗装のできる方大募集（経験者・
興味のある方はぜひ！）。植木手入れ・
除草・草刈・家事援助等の仕事を割安
な料金で受けています。

シルバー人材センター刃物研ぎ
11 月 20 日（水）９時～ 12 時（申

込みは 12 時まで）  栃木保健福祉セ
ンター西側シルバーセンター作業所前

（今泉町２丁目）  包丁類 300 円～、
刈込はさみ 500 円～、修理 100 円～

 シルバー人材センター栃木事務局
☎ 23‐4165

こうすると子どもはダメになる！子育
て（福祉講演会）

10 月 28 日（ 月 ）10 時 10 分 ～
12 時  ふるさとふれあい館（大平町
真弓）  80 人程度  子どもの未来を
親と地域から変えましょう。演題…「地
域で育む子どもの未来」（経験豊富な、
教育相談の事例から見えてきた子育て
のすすめ）講師…丸山隆氏（栃木県連
合教育会相談部長）主催…大平地区社
会福祉協議会  無料  市社会福祉協
議会大平支所☎ 43‐0294

第 27 回「栃商デパート」開催
11 月３日（日）10 時（開店）～

14 時（閉店）   販売実習の一環とし
て学校全体をデパートに見立て、生徒
全員で仕入から販売、会計処理までの
体験実習を行います。地元小中学校生
による弁当販売の他、販売（食料品・
野菜・生花・弁当・パン・菓子・衣料品・
陶器・キムチ・玩具・時計・海苔・茶・
漬物・ハム・ソーセージ・干し芋・地ソー
ス等）／イベント（幼稚園・保育園の
作品展示、文化部等の作品展示、少年
野球教室、自動車販売、理容店等）  

県立栃木商業高等学校☎ 22‐0541

いっしょにヨーガを楽しみましょう！
11 月７日（木）19 時 30 分～ 21

時 30 分  三鴨地区公民館（藤岡町甲）
 成人女性 15 人  肩こりや腰痛、

姿勢の悪い方には、特におすすめです 
 無料  10 月 20 日（日）～ 11 月

５日（火）ふじ娘／代表荒川☎ 62‐
4358

NPO 自然と人間の森おおひら体験会
○ツリークライミング体験会

11 月９日（土）10 時～、11 時～、
13 時～、14 時～（各 1 時間）  専
用のロープと器具を使って自然の樹に
安全に登ります  大人 2 千円、子ど
も 1 千円
○森の中でのヨガ体験会

11 月 10 日（ 日 ）10 時 ～、13 時
30 分～  自然の森の中でヨガ（初心
者大歓迎）を体験します  2 千円～
☆共通事項　  小学 1 年生以上   
NPO 自然と人間の森おおひら☎ 45‐
1677

栃木の歴史講演会「とちぎ蔵の街を造
り上げた往時の環境」

11 月 10 日（ 日 ）13 時 30 分 ～
15 時予定  栃木図書館（旭町）  
60 人（先着順。当日空きがあれば入
場可）  武士の時代から商業の街栃
木、そして県庁所在地栃木町、さらに
16 万人の栃木市へ。蔵の街とちぎを
造り上げた当時の環境について学べま
す。講師…大森隆司氏（作家）  無
料  11 月 7 日（木）まで皆川地区
街づくり協議会歴史文化部会／麦倉☎
31‐0344 又は 090‐5415‐5880

生活の発見会栃木懇談会 100 回記念
「神経質者の集い」

11 月 10 日（日）14 時～ 17 時  
栃木市民活動推進センターくらら（境
町）  神経質症で悩んでいる方、関
心のある方  森田理論を学習し、神
経質体験を分かち合うことで、克服の
ヒントを学び合う会です。体験交流も
あります  無料  栃木懇談会幹事／
柴崎☎ 22‐5137

とちぎ夢ファーレ助成事業　
子育て応援講演会

11 月 16 日（土）14 時～ 16 時  
ゆうゆうプラザ（大平町西野田）  
50 人  「虐待を受けた子ども達のそ
の後の生活」～児童虐待を防止するに
はどうしたら良いのか～  無料  自
立援助ホームマルコの家☎ 21‐7740

健康ウォーキング
11 月 23 日（土）9 時～自由歩行

※雨天決行  150 人  寺尾まちづ
くり協議会主催寺尾ウォーキングへ参
加　寺尾公民館～星野遺跡・地層探検
館他～星野生産物直売所（収穫祭会場）

～寺尾公民館（11 キロ）※昼食は各
自用意、会場で買うことも可  500
円（星野収穫祭の金券付、参加賞のほ
か抽選会有）  10 月 31 日（木）ま
でに栃木市老人クラブ連合会／石井☎
090‐4531‐1818

映画上映会「逃げ遅れる人々　東日本
大震災と障害者」

 11 月 24 日（日）９時 30 分～ 16
時 30 分  ゆうゆうプラザ（大平町西
野田）  各回 150 人  福島県を中心
に、被災地の障がい者を取り巻く様々
な課題、被災した障がい者とそこに関
わる人々の証言をまとめたドキュメン
タリー映画の上映会を開催。開演時
間（開場は開演の 30 分前）① 10 時
② 13 時③ 15 時 30 分（３回上映）  
チケット…前売り 600 円、当日１千
円   障がい者の一人暮らしを考える
会☎ 090‐7701‐3130 ／栃木障害
者の自立をめざす会 ☎ 51‐2178

家事家計講習会参加者募集
11 月 27 日（水）10 時～ 12 時  

大平公民館（大平町蔵井）  どなた
でも  30 人  家計簿のつけ方を、
実例を使って、やさしくお伝えします。
託児有り※１歳以上／要予約…１人に
つき 300 円（保険・おやつ代） １
人 500 円（資料代）   小山友の会栃
木方面会／神田☎ 23‐1463

音楽を愛する者たちによる第 19 回盲
導犬育成支援コンサート

12 月１日（日）開場 11 時 30 分
開演 12 時  都賀文化会館（都賀町
原宿）  幼児～大人 800 人  ①楽
しもうコンサート（ピアノ、ハーモニ
カ、ハンドベル、和太鼓の発表）②國
學院栃木中・高吹奏楽部コンサート「和
太鼓とブラスのための狂詩曲」（西方
ふるさと太鼓との共演）※ロビー催し
…盲導犬とのふれあい、デコアート他 

 無料  盲導犬育成支援の会代表／
荒川☎・FAX 92‐2221

シリーズ　ザ　電子工作
No.4「金属探知機の製作」

12 月１日（日）13 時 30 分～ 16
時 30 分  小 山 高 専 サ テ ラ イ ト・
キャンパス（倭町）  中学生 5 人  
簡単な電子回路で、金属探知機を製
作。ハンダ付けの初歩から指導しま
す  11 月 22 日（金）までにメール

（ kouza@oyama-ct.ac.jp）または FAX
（0285‐20‐2880）で希望講座名、
住所、氏名、フリガナ、年齢、電話番
号を小山工業高等専門学校／講座イベ
ント申込み窓口☎ 0285‐20‐2197

県南市場まつり（感謝市）
 11 月 23 日（土）７時～ 14 時  

県南公設地方卸売市場（小山市下河原
田）  当日は、様々な生鮮食料品を
販売。マグロ目方当てクイズ、りんご

皮むき競争、ポン菓子・風船プレゼン
トなどイベントがあります。普段は一
般の入場はできません。この機会にぜ
ひお越しください。なお、環境展も併
せて開催  無料   県南公設地方卸売
市場協力会 ☎ 0285‐38‐3330

とびっきり！門松づくり
12 月 14 日（土）、15 日（日）各

回日帰り  太平少年自然の家（平井
町）  県内の小学生以上の子どもと
保護者等（各 15 家族）  門松材料
１千円、保険代等 100 円、昼食代（希
望者）小学生以上 500 円・未就学児
300 円 11 月 6 日（水）～ 28 日（木）
FAX（24‐8569）かハガキで県立太
平少年自然の家☎ 24‐8551 ※たき
火のつどいが 12 月 7 日（土）にあり
ます。詳しくは問合先へ

不正軽油に関する情報をお寄せください
　不正軽油とは、軽油引取税の脱税を
目的に、軽油代替燃料として灯油や重
油を混和して使うことです。不正軽油
に関わる者はすべて罰則の対象になり
ます。不正軽油の情報は、「不正軽油
110 番☎ 028‐626‐3178 まで。

個人事業税の納税のお願い
　11 月は、平成 24 年中に個人で事
業を営まれていた方に、第２期分の納
付書を発送します。◇納付額…原則と
して所得金額から 290 万円を引いた
額に税率を乗じた金額  県税事務所
／個人事業税担当☎ 23‐3414

とちぎ難病相談支援センター医療相談
▼循環器系疾患　 11 月９日（土）
９時 30 分～ 12 時 30 分  とちぎリ
ハビリテーションセンター（宇都宮市
駒生町）  市田勝氏（自治医科大学
附属病院循環器内科医師）
▼消化器系疾患（難治性炎症性腸管
障害）　 11 月 25 日（月）13 時 30
分～ 16 時 30 分  県南健康福祉セン
ター（小山市犬塚）  北村絢氏（自
治医科大学附属病院消化器肝臓内科医
師）、 村越美穂氏（同附属病院臨床栄
養部栄養士）
☆共通事項　  無料  とちぎ難病相
談支援センター☎ 028‐623‐6113
※予約制（月～金 10 時～ 12 時、13
時～ 16 時）

ヒューマンフェスタとちぎ 2013in 大
田原

 11 月 10 日（ 日 ）10 時 ～ 16 時
30 分  県立県北体育館（大田原市美
原３丁目）  香山リカ氏（精神科医）
講演ほか  無料   県人権施策推進課
☎ 028‐623‐3027

確認しましょう！最低賃金
栃木県最低賃金が時間額 718 円に！
改正発効は 10 月 19 日から

 栃木労働局 ☎ 028‐634‐9109
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＝日時　 ＝会場　 ＝料金　 ＝定員　 ＝チケット　 ＝プレイガイド　 ＝申

し込み　 ＝開場　 = 開演時間　 ＝託児サービス　 ＝電話予約　 ＝問い合わせ

大平文化会館
☎ 43-5231

★
お
は
な
し
広
場【

10
時
30
分
～
11
時
】

11
月
９
日
（
土
）

読
み
聞
か
せ

「
わ
に
わ
に
の

お
お
け
が
」
他

11
月
23
日
（
土
）

読
み
聞
か
せ

「
あ
め
だ
ま
」
他

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

　

対
象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

★
え
ほ
ん
デ
ビ
ュ
ー

11
月
16
日
（
土
）
11
時
～
11
時
30
分

　

場
所　

１
階
・
お
や
こ
ル
ー
ム

　

対
象　

赤
ち
ゃ
ん
～
未
就
園
児

★
特
別
整
理
期
間
休
館
の
お
知
ら
せ

休
館
期
間

11
月
12
日
（
火
）
～
15
日
（
金
）

　

蔵
書
点
検
等
実
施
の
た
め
、
右
の

期
間
を
休
館
し
ま
す
。

　

休
館
中
の
資
料
返
却
は
、
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
へ
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
市
内

の
他
の
図
書
館
で
も
返
却
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
視

聴
覚
資
料
は
、
破
損
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
蔵
書
点
検
終
了
後
の
開
館

時
間
内
に
、
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

※
休
館
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
第
67
回
読
書
週
間
特
別
企
画

″
読
書
大
好
き
お
お
ひ
ら
っ
子
″

た
く
さ
ん
読
ん
だ
で
賞
２
０
１
３
秋

10
月
15
日
（
火
）
～
11
月
10
日
（
日
）

　

場
所　

１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
エ

ン
ト
リ
ー
カ
ー
ド
を
配
布

　

対
象　

幼
児
～
小
学
生

　

エ
ン
ト
リ
ー
カ
ー
ド
に
読
ん
だ
本

10
冊
分
の
記
録
を
し
、
図
書
館
に
お

持
ち
い
た
だ
く
と
、
賞
状
と
メ
ダ
ル

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

★
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
市

11
月
２
日
（
土
）
９
時
30
分
～
19
時

11
月
３
日
（
日
）
９
時
30
分
～
17
時

　

場
所　

１
階
・
ロ
ビ
ー

　

保
存
期
間
の
終
了
し
た
雑
誌
を
無

償
で
提
供
し
ま
す
。

※
少
し
で
も
多
く
の
お
客
様
へ
提
供

す
る
た
め
、
各
日
と
も
１
人
５
冊
ま

で
（
付
録
は
、
各
日
と
も
１
人
２
点

ま
で
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
当
日
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
募
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。募
金
は
、

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
や
中
高
校
生
向
け
資

料
の
購
入
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
１
日
目
と
２
日
目
で
は
、
提
供
す

る
雑
誌
が
異
な
り
ま
す
。
提
供
雑
誌

が
決
定
次
第
、
館
内
や
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
お
は
な
し
会
・
工
作
教
室

11
月
２
日
（
土
）
14
時
～
15
時

▽
お
は
な
し
会

　
「
ま
ほ
う
の
え
の
ぐ
」

　
「
も
り
の
か
く
れ
ん
ぼ
う
」

　
「
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
が

ま
わ
っ
た
ら
」

▽
か
ん
た
ん
こ
う
さ
く

　
「
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
を
作
ろ
う
」

11
月
16
日
（
土
）
14
時
～
15
時

▽
お
は
な
し
会

　
「
ク
マ
く
ん
の
冬
の
家
」

　
「
し
ろ
く
ま
く
ん
の
な
が
い
よ
る
」

　
「
せ
か
い
で
い
ち
ば
ん
す
て
き
な

な
い
し
ょ
」

▽
か
ん
た
ん
こ
う
さ
く

「
く
ま
さ
ん
の
お
面
づ
く
り
」

　

場
所　

お
や
こ
ど
く
し
ょ
し
つ

　

出
演　

ふ
じ
お
か
お
は
な
し
会

『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
』

　

工
作
教
室
は
、
誰
で
も
簡
単
に
作

れ
ま
す
。
材
料
は
図
書
館
で
用
意
し

ま
す
。

★
お
は
な
し
会

11
月
２
日
（
土
）
14
時
～

▽
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
「
３
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
」

▽
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
「
さ
る
か
に
合
戦
」

▽
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

　

出
演　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
た
ん
ぽ
ぽ
』

★
特
別
版
お
は
な
し
会

11
月
10
日
（
日
）

10
時
30
分
～
11
時
30
分

▽
紙
芝
居
「
ど
う
ぞ
の
い
す
」

▽
人
形
劇
「
こ
び
と
の
く
つ
や
」

▽
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
ピ
コ
ピ
コ
テ
レ
パ
シ
ー
」

　

場
所　

西
方
公
民
館
１
階
・
視
聴

覚
室

　

出
演　

ふ
じ
お
か
お
は
な
し
会

『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
』

　

藤
岡
図
書
館
を
中
心
に
活
躍
中
の

「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
の
皆
さ
ん
が
、

手
作
り
の
人
形
た
ち
と
一
緒
に
西
方

分
館
に
や
っ
て
き
ま
す
。
一
緒
に
お

は
な
し
の
世
界
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！

【
11
月
の
休
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ
】

▽
藤
岡
図
書
館
・
都
賀
図
書
館
・
西

方
分
館

　

４
日
（
月
・
振
替
休
日
）
は
開
館

し
、翌
５
日
（
火
）
は
休
館
し
ま
す
。

（
大
平
図
書
館
は
、
い
ず
れ
も
開
館
）

　
　
　
　
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　

栃
木
図
書
館
　

☎
22
‐
３
５
４
２

（
開
館
９
時
～
19
時
30
分
／
休
館
・
金
）

藤
岡
図
書
館
　

☎
62
‐
４
８
８
９

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
分
館

☎
92
‐
２
５
１
２

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館
　

☎
28
‐
０
８
０
６

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

大
平
図
書
館
　

☎
43
‐
５
２
３
４

（
開
館
９
時
30
分
～
19
時
／
休
館
・
月
）

区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 300 円 200 円
小・中学生 100 円 50 円
未就学児等 無　料

料金表

※市内の小 ・中学生無料

※毎月第 3 日曜日は 「家庭の日」 のため県

内の小 ・中学生無料

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者

保健福祉手帳の交付を受けている方と介助

者 1人は無料

※団体は 20 人以上

　市民の皆さんに詩人「柴田トヨ」を知っ
ていただけるよう、回顧展の開催に当た
り、ご家族で利用できる「市民無料入館
券」を用意しました。来館の際には、本
券を利用ください。
※詳細は広報１１月号班内回覧または市
内施設にある回顧展チラシで確認くださ
い。

とちぎ蔵の街美術館　（万町 3 － 23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場を利用ください。有料入館者、
障害者手帳をお持ちの方には駐車場の無料券をお渡ししています。

１１月１６日（土）～１２月８日（日）

－映画 “ くじけないで ” 公開記念－

◆栃木市大平文化祭
 11 月２日（土）～ 11 月３日（日・祝）

9:00 ～ 15:00  無料
 大平体育館　市民活動の作品展示

と作品即売及び体験コナーなど
 大平公民館　模擬店・作品展示・

食堂・バザーなど
 大平文化会館　ステージ部門の成

果発表
 ４・９・10 日は、すべて大平文化

会館
 11 月４日（月・振休）　

大平文化協会舞踊部発表
 11 月９日（土）　

大平町カラオケ愛好会発表
 11 月 10 日（日）　

大平町民謡民舞愛好会発表
◆ふるさとふれあい

クリスマスポップスコンサート
 12 月 21 日（土）  14:00　
14:30 ～ 16:00 予定　  大平文化会

館ロビー特設ステージ　  200 人程
度　  前売券 400 円（当日 500 円）、
消費税込、未就学児無料（お菓子、ド
リンク付き）　  前売券販売期間 10
月 20 日（ 日 ） ～ 12 月 20 日（ 金 ）　

 市内各文化会館（栃木・大平・藤岡・
都賀）

都賀文化会館
☎ 27-8855

出演　ターコイズ
主な曲目　クリスマスメドレー、ひこ
うき雲、川の流れのように、Over the 
Rainbow、他

◆カウントダウンクリスマスコンサート
12 月８日（日）　   14：00　
 小学生以上 800 人　  大人 1,000

円、中学生以下 500 円　  プレイガ
イド 市内各文化会館で販売中

藤岡文化会館
☎ 62-4321

30 ～合唱合奏部（オカリナ、ウクレレ、
コーラス）、筝曲部（大正琴）、フォー
クダンス部、演劇部、よさこい部
ステージ発表　  11 月 3 日（日）9：
30 ～民謡部、吟剣詩舞部、フラダン
ス部、舞踊部、ジャズダンス部、伝統
芸能部（源太踊り、八木節、お囃子）
ステージ発表　  11 月 10 日（日）9：
30 ～カラオケ部

◆自衛隊音楽隊コンサート２０１３　
 11 月 16（土）　   14:00　  1,004

人　  無料、整理券無し
　圧倒的な迫力と繊細な演奏をお楽し
みください。

◆藤岡文化祭
作品展示　  11 月 2 日（土）・3 日

（日）9：00 ～書道部、写真部、絵画
部、文芸部、陶芸部、茶華道部、盆栽
部、みんなの美術館（10 月 31 日（木）
まで藤岡地域の市民作品を募集中）
ステージ発表　  11 月 2 日（土）9：

社交ダンス　  11 月 2 日（土）18：
00 ～ダンス部、藤岡総合体育館
囲碁　  11 月 3 日（日）9：30 ～囲
碁将棋部
※地域の芸術家（藤岡在住、油絵画家）
西澤須美子さんの作品展
※体験コーナー…茶道、フラワーアレ
ンジ、写真、カラオケ、囲碁にチャレ
ンジ！

とちぎが生んだ詩人「柴田トヨ」
回 顧 展

　16 面（広報裏面右下）
に回顧展「市民無料入場
券」があります。切り取っ
てお使いください。

●開館時間　９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）
●休館日　　 毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）

© 引田匡史
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対象　 = 内容　
＝講師　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

○総合避難訓練に参加してみよう
11 月８日（金） 10 時～

○ 11 月、12 月生まれのお誕生会
11 月 13 日（水）10 時 30 分～

○簡単な手作りおもちゃを作ろう
11 月 20 日（水）10 時 30 分～

○アンパンマンのシール遊び
11 月 27 日（水）10 時 30 分～

☆共通事項　  地域子育て支援セ
ンターにしかた  未就園児と保護
者  無料  不要　

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

○ほのぼの移動広場
11 月５日（火）、19 日（火）10

時 30 分～ 11 時 30 分※時間内参
加自由  イオン栃木店ちびっこ広
場  保育士による歌遊び、絵本読
み、ミュージック・ケア等や子育て
相談（看護師相談あり）
○健康相談日

11 月 18 日（月）10 時～ 15 時
 身体測定※午前中、助産師相談

あり（予約不要）
○マタニティー＆ベビーの日

11 月 21 日（木）14 時～ 15 時
 妊娠５か月以上（臨月を除く）

の妊婦または夫婦２組  赤ちゃん
のお世話、調乳、おやつ試食  エ
プロン、母子手帳  無料  電話
で 10 時～ 15 時
○双子ちゃん遊ぼう

11 月 22 日（金）10 時～ 12 時 
 未就園児の双子と保護者または

双子を妊娠中の方  無料※一般に
も開放
○リズム de ポン

11 月 22 日（金）10 時～ 11 時  
未就園児と保護者  リトミックや
ミュージック・ケアを取り入れた音楽
や楽器等を使ったリズム遊び  無料
○赤ちゃんサロン　ひまわりコース

11 月 21 日（木）～（木曜全 4 回）
10 時～ 11 時 30 分  平成 25 年１、
２、３月生まれの乳児と保護者 20
組（先着順）  子育ての情報交換、
離乳食試食等  無料（給食代等実
費負担） メールで 11 月５日（火）
～ 15 日（金）※案内は後日郵送
○英語で遊ぼう !! クリスマスパー
ティー

12 月 11 日（水）10 時 15 分～ 11
時 15 分※集合時間 9 時 50 分（記念
写真撮影のため）  さくら保育園（雲
の部屋）  1 歳 3 か月以上の未就園
児とその保護者 35 組（先着順）
ネイティブの先生と遊んだり踊ったり
します  600 円（プレゼント他）  
メールで 11 月 11 日（月）～ 20 日（水）
まで
☆共通事項　 メール sakura-3j@
sakura-kids.jp に保護者名、子ども
名、読み仮名、生年月日、〒住所、
電話番号を送信。

さくら３Ｊホール
（☎ 22‐7100）

○平成 26 年度学童クラブ説明会
11 月６日（水）19 時～  さくら３

Ｊホール２F ホール  随時受付 11 月
５日（火）まで※日曜は除く

○フォトスタンドを作ろう
11 月 11 日（月）10 時 30 分～

11 時 30 分 2 歳～未就園児と保
護者
○ダンボールであそぼう
◇６か月～１歳５か月児

11 月６日（水）、８日（金）、12
日（火）、18 日（月）、20 日（水）、
21 日（木）
◇１歳６か月～未就園児

11 月 ７ 日（ 木 ）、13 日（ 水 ）、
15 日（金）、19 日（火）、25 日（月）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 15 組 10 月 30 日

（水）～ 11 月１日（金）９時～ 15 時

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

○身体測定・手形の日☆
◇ ０ 歳 ～ ２ 歳 未 満 11 月 ５ 日

（火）、14 日（木）◇２歳以上 
11 月 11 日（月）ともに時間は 10
時 30 分～ 11 時 30 分
○絵本の会☆

11 月 13 日（水）10 時 45 分～
11 時 15 分
○カレンダー作り☆

11 月 19 日（ 火 ）・20 日（ 水 ）
10 時 30 分～ 11 時 30 分、22 日（金）
13 時～ 14 時
○給食の試食会に参加しませんか！

12 月 ４ 日（ 水 ）11 時 15 分 ～
12 時 15 分 ２歳以上児と保護者

（抽選５組）  飲み物  1 組 500
円 11 月 19 日（火）～ 22 日（金）
9 時 30 分～電話受付
○「コロポックル」の人形劇をみに
来ませんか！

12 月 13 日（金）10 時～ 11 時 
１歳 6 か月以上児と保護者 11

月 25 日（月）～ 28 日（木）９時
30 分～電話受付（先着 20 組）
　☆印は自由参加です。

大平児童館
（☎ 43‐2350）

○子どもフェスティバル『テモンと
旅する童話の世界』

11 月 ２ 日（ 土 ）10 時 ～ 13 時 
30 分  全年齢  ①チャレンジ
コーナー（缶つみゲーム、スプーン
運びゲーム、射的、くじ、製作など）
②フードコーナー（カレー、ホット
ドック、さつまいもスティック、チョ
コバナナなど）③その他（マスク・
シュシュ販売、太陽の黒点観測、ス
ターウォッチング、しゃぼん玉など）

 無料～ 200 円程度 
○秋の星座を観測しよう♪

晴れた日の毎週水曜日 19 時～
21 時※ 10 月～時間変更  天体望
遠鏡で宇宙を覗いてみよう  無料 

大平みなみ児童館
（☎ 43‐9880）

○子どもクッキング
11 月２日（土）10 時～ 12 時予

定  大平みなみ児童館  市内の
小学生 20 人  春巻きと餃子の皮
を使ったホットプレート料理  エ
プロン、三角巾、マスク、うわばき

 無料  10 月５日（土）～※申込
みの際、アレルギーの有無を保護者
の方に確認します
○チャレンジ★ザ★ゲーム !

11 月 16 日（土）13 時～ 15 時
予定  大平みなみ児童館  なし 

 大平みなみ児童館バージョンの
ドミノタワーとボールレースで１位
を目指そう！  無料  当日 13 時
20 分に参加受付

地域子育て支援センター
（☎ 23‐2740）

○ほんわかタイム
11 月 5 日（火）10 時～当日受

付  2 階和室 ０歳児と保護者  
親子でのふれあい遊びとおしゃべり
タイム 
○避難消火訓練

11 月 18 日（月）10 時 30 分～
 消防車が来ます

○小児歯科衛生士さんの話
11 月 21 日（木）10 時 30 分～ 
 談話室  歯ブラシ、タオル

☆共通事項　  無料

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

○スマイル・スマイル～親子でお友
だちつくり～

11 月１日（金） 3 か月～ 1 歳
5 か月児と保護者
○にこにこたいむ～親子でお友だち
つくり～

11 月５日（火） 1 歳 6 か月以
上の未就園児と保護者
☆共通事項　時間は 10 時～ 11 時
30 分（時間内参加自由）  お買い
物ごっこであそぼう～アクセサリー
屋さんで松ぼっくりのアニマルペン
ダント作り～
○わくわくたいむ

11 月９日（土）14 時～ 15 時 30
分（時間内参加自由） 4 歳児以上 

 秋のキラキラドーム作り
○ 12 月のママといっしょ「みんな
いっしょのクリスマス会」

11 月 14 日（木）～ 28 日（木）
※ 4 クラス共通
◇うさぎクラス（6 ～ 11 か月児と
保護者） 12 月 13 日（金）10 時
30 分～  バスタオル　
◇くま①クラス（1 歳～ 1 歳 5 か
月児と保護者） 12 月 17 日（火）
10 時 30 分～
◇くま②クラス（1 歳 6 か月児～ 1
歳 11 か月児と保護者） 12 月 17
日（火）11 時 15 分～
◇ぞうクラス（2 歳以上の未就園児
と保護者） 12 月 20 日（金）10
時 30 分～ クレヨン
☆共通事項　  無料  電話または
直接いまいずみ児童館へ

○ぷちぷちひろば
11 月５日（火） ０～ 11 か月児

○のびのびひろば
11 月６日（水） 1 歳以上の未

就園児
☆共通事項　時間は 10 時～ 11 時
30 分（時間内参加自由）  『お話
の時間』～絵本、シアターなど～
○０歳親子ビクス

11 月 11 日（月）10 時～ 10 時
45 分 ０歳～ 11 か月児と保護者
25 組（先着順）  大橋光子氏  
バスタオル、飲み物、動きやすい服
装 10 月 28 日（月）～
○ぺたぺた記念日

11 月 12 日（ 火 ）・13 日（ 水 ） 
10 時～ 11 時 30 分（時間内参加自
由） ０歳以上  手形・足形、身長・
体重測定
○親子ビクス

12 月 ９ 日（ 月 ）10 時 ～ 10 時
45 分 １歳以上の未就園児と保護
者 25 組（先着順）  大橋光子氏 

 飲み物、動きやすい服装 11
月 11 日（月）～
　☆共通事項　  無料

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

いまいずみ児童館（☎ 27 ‐ 5322）
そのべ児童館（☎ 20 ‐ 6231）

２館合同行事

○観劇会劇団飛行船公演「赤ずきん」
11 月 30 日（土）開場 13 時 30

分・開演 14 時  市文化会館小ホー
ル  幼児以上 400 人※未就学児は
保護者同伴  手遊びや、ぬいぐる
み人形ミュージカル「赤ずきん」を
楽しもう  無料 11 月 16 日（土）
9 時～ 2 館窓口でチケット配布（先
着順）※チケットは家族分のみ

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

○栃木の手品師　澤田誠さんによる
マジックショー

11 月 ２ 日（ 土 ）15 時 ～ 16 時 
18 歳未満 30 人程度  マジック

ショーを間近で体験してみよう  
無料  当日申込（先着順）○

○みんなでクッキング～ナポリタン
とスープ～

11 月 16 日（土）11 時～ 13 時
 小学生以上 20 人  ネットワー

クみなみのみなさんと一緒に作って
食べてみよう  エプロン・三角巾・
マスク  11 月２日（土）～（先着順）

地域子育て支援センター合同行事

○わらべうた教室
11 月 26 日（火）10 時 30 分～

11 時 30 分  とちぎコミュニティ
プラザ 2 階大会議室 １歳以上児
と保護者 40 組  親子で楽しむわ
らべうたあそび  中新井紀子氏  
甘くない飲み物、 運動しやすい服装

 無料 10 月 31 日（木）◆各地
域子育て支援センターへ

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

○ころころ広場
11 月５日・12 日・19 日の火曜

日 10 時 30 分 ～ 11 時 30 分（10
時 20 分集合）  大平みなみ児童館

乳幼児と保護者 25 組 （5 日）
ボール遊び、（12 日）七五三の袋製
作、（19 日）楽器遊び  受付中
○赤ちゃんサロン

11 月 21 日（ 木 ）、28 日（ 木 ）
10 時 30 分～ 11 時 30 分  大平
みなみ児童館 ０歳児と保護者 25
組（上の子の託児あり）  ふれあ
い遊び、ママ同士のおしゃべり（身
体計測あり・1 歳を迎えた子に誕生
カードプレゼント）  受付中
○子育て支援研修会③

12 月 18 日（水）10 時～ 11 時
30 分  大平隣保館  子育て中の
保護者・一般市民 50 人（託児あ
り）  「子どものやる気を引き出そ
う」～「魔法の質問」ってなあに？
～  柏木聖子氏（きづきの学校校
長「魔法の質問」認定講師） 11
月 19 日（火）～

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

○親子ヨガ　
11 月５日（火）  藤岡保健福祉

センター  乳幼児と保護者 30 組  
 渡部ひとみ氏  飲み物

○わくわくタイム
11 月 12 日（火）  藤岡保健福

祉センター敷地内  乳幼児と保護
者 15 組  お散歩会※雨天の時は
支援センター内での活動

11 月 19 日（火）  乳幼児と保
護者 15 組  親子製作「ポリ袋バ
ルーン」

11 月 28 日（木）  乳幼児と保
護者 20 組  誕生会（10 月～ 12
月生まれ）
☆共通事項　時間はいずれも 10 時
30 分～ 11 時 30 分  無料 11
月 1 日（金）～先着順

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

○親子エアロビクス
11 月 19 日（火）10 時 30 分～

11 時 30 分  地域子育て支援セン
ターつが（都賀よつば保育園遊戯室） 

 未就園児と保護者 30 組   大橋
光子氏  汗拭きタオル・飲み物  
無料 11 月 5 日（火）～受付
○すくすくタイム

 11 月７日（木）身長・体重測
定、窓飾り制作、14 日（木）リズ
ムあそび、21 日（木）折り紙あそび、
28 日（木）お店屋さんごっこ
☆共通事項　時間はいずれも 10 時
30 分～ 11 時 30 分  地域子育て
支援センターつが  未就園児と保
護者  無料  不要
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乳幼児健診等のご案内
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問 合 先

12 月の集団健診日程
予約受付中です。お早めに問合先までご連絡ください。

日曜
日 場　所 対象

特
定
健
診
・
胃
が
ん

・
肺
が
ん
・
大
腸
が

ん･

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

受診項目

前
立
腺
が
ん

子
宮
が
ん

乳
が
ん

骨
密
度

２ 月 大平ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ ○ ○
３ 火 大平ゆうゆうプラザ 男女 ○ 〇 ○ ○
５ 木 都賀保健センター 男女 ○ ○ ○ ○
６ 金 都賀保健センター 男女 ○ ○ ○ ○
９ 月 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○
10 火 栃木保健福祉センター 男女 ○ 〇 ○ ○
12 木 藤岡保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
13 金 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
14 土 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○

健診当日の受付時間は、8：30 ～ 10：30 です。

12 月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先までご連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
６ 金 大平ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30
10 火 藤岡保健福祉センター 13：30 ～ 16：30
12 木 西方保健センター 9：00 ～ 11：30
19 木 都賀保健センター 13：30 ～ 16：30
20 金 栃木保健福祉センター 9：00 ～ 11：30

12 月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

予約制です。問合先までご連絡ください。
日 曜日 場　所 受付時間
17 火 大平ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30

両親教室
事前に問合先までご連絡ください。

内　容
場所 / 日程

栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ
①妊娠中の生活・仲間づくり 11 月 25 日（月）   12 月 25 日（水）
②育児について・栄養指導 12 月 16 日（月）     1 月 22 日（水）
③妊婦体験・沐浴指導   1 月 18 日（土）     2 月 15 日（土）

すくすく教室
事前に問合先までご連絡ください。

場　所
月 日 曜日 内　 容

大平ゆうゆうプラザ
11 20 水 離乳食教室・子育て相談

 藤岡保健福祉センター
11 11 月 離乳食実習
12 6 金 ベビータッチケア

 西方保健センター
11 13 水 子育てのお話

　
　
　（
11
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 地　域（場所）
５ 火 栃木（栃木保健福祉センター）
11 月 大平（大平ゆうゆうプラザ）
18 月 藤岡（藤岡保健福祉センター）
20 水 西方（西方保健センター）
25 月 都賀（都賀保健センター）

休日・夜間救急診療

≪栃木地区急患センター 11 月の当番医≫
境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699

【診療時間等】
平日 19：00 ～ 22：00（内科 / 小児を含む）
休日   9：00 ～ 21：00（内科 / 小児を含む）（外科）
※事前に☎確認してお出かけください。
※急患センターは、急病の患者さんに対し応急
的な診療を行う施設です。急病ではない患者さ
んは、かかりつけ医師等の診療時間内に受診する
など、急患センターの正しい利用をお願いします。

◆栃木市消防本部
月～土曜日の 22：00 以降　 　　   ☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始の 21：00 以降  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

≪急患センター終了後、問合先≫

◆とちの木病院（大町）　　　　     ☎ 22‐7722
日曜日　19：00 ～ 21：00

※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町）　     ☎ 22‐2551
木・金曜日　17：00 ～ 22：00　　（要電話確認）

≪小児救急診療（0 歳から中学生）≫

毎日18：00 ～ 23：00  
☎ 028‐600‐0099　プッシュ回線の場合　  #8000 

≪とちぎ子ども救急電話相談≫

○ホームページ
　「とちぎ医療情報ネット」と検索するか、
　アドレスバーに下記のＵＲＬを入力。
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/
○モバイル版
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/kt/

≪とちぎ医療情報ネット≫

11 月の乳幼児健診
個別通知にて案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
4 か月児健診

13 水 栃木（栃木保健福祉センター）
20 水 都賀（都賀保健センター）

26 火
大平（大平ゆうゆうプラザ）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
西方（西方保健センター）

28 木 栃木（栃木保健福祉センター）
9 か月児健診

８ 金 栃木（栃木保健福祉センター）
20 水 都賀（都賀保健センター）

26 火
藤岡（藤岡保健福祉センター）
西方（西方保健センター）

27 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）
1 歳 6 か月児健診

５ 火 大平（大平ゆうゆうプラザ）
20 水 栃木（栃木保健福祉センター）
21 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）
22 金 西方（西方保健センター）
27 水 栃木（栃木保健福祉センター）

3 歳児健診

６ 水
栃木（栃木保健福祉センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）

21 木 栃木（栃木保健福祉センター）
2 歳児歯科健診

6 水 藤岡（藤岡保健福祉センター）
12 火 栃木（栃木保健福祉センター）
13 水 都賀（都賀保健センター）

１ 金 亀田（亀田整形外科医院）
２ 土 川島（かわしまクリニック）

３ 日
内：中村（洋）（都賀中央医院）
外：長（大平ファミリークリニック）

４ 月
内：山田（合戦場クリニック）
外：林（のぞみ整形外科）

５ 火 桜井（桜井こどもクリニック）
６ 水 横山（よこやま内科小児科クリニック）
７ 木 野崎（野崎医院）
８ 金 筒井（筒井医院）
９ 土 青木（虎）（青木医院）

10 日
内：天下井 （あまがい内科医院）
外：大山（大山整形外科）

11 月 青木（章）（静和医院）
12 火 小林（こばやしクリニック）
13 水 竹田（竹田内科医院）
14 木 中坪（なかつぼクリニック）
15 金 関口（弘） （関口医院）
16 土 玉野（たまのクリニック）

17 日
内：大森（うづまクリニック）
外：藤沼（彰）（藤沼医院）

18 月 青木（虎） （青木医院）
19 火 川田（かわたクリニック）
20 水 秋元（秋元クリニック）
21 木 山田（合戦場クリニック）
22 金 腰塚（学） （ちづかクリニック）

23 土
内：小林（こばやしクリニック）
外：小山（みずほクリニック）

24 日
内：江田（江田クリニック）
外：青木（虎） （青木医院）

25 月 石塚（好生医院）
26 火 盛川（サンライズクリニック）
27 水 中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）
28 木 高田（高田クリニック）
29 金 大森（うづまクリニック）
30 土 江口（えぐち内科クリニック）

『おやつは上手に食べましょう』
　子どもにとってのおやつは楽しみの一つでもあり、同時に 1 日 3 回の食事では摂りきれない

エネルギーや栄養素を補うものでもあります。

　お子さんの健康のために、おやつは上手に選びましょう。

成人健診等のご案内

どんなおやつが好きですか？

＜おやつの上手な選び方＞
○小さなおにぎりやサンドイッチ、さつま芋などエネルギーを補うもの、乳製品や果物、野菜
類などを組み合わせて与えましょう。ジュースやスナック菓子など、糖分や塩分、脂肪の多い
ものは控えめに。
○子どもが欲しがるままに与えると、偏食や肥満、虫歯の原因になります。量と時間を決めて、
次の食事との間を 2 時間以上あけましょう。

１～２歳：1 日 1 ～ 2 回（午前 10 時、午後 3 時） 合計 100 ～ 150kcal

３歳以上：1 日 1 回　　  （午後 3 時）　　　　　　　　 150 ～ 200kcal

①　　　　　　　　　　　　②

  さつまいも 1/4 本　　 牛乳 100ml　　　 ヨーグルト１個　　バナナ 1/2 本　　　   麦茶

おやつの目安

150kcal の組み合わせ例
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とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

▲谷中村役場跡。中学生らの歴史や自然学習の
場としても利用されている。
◀藤岡歴史民俗資料館には、強制破壊に用いた
木槌など谷中村の写真や資料が展示されている。

　

市
南
端
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
に
登
録
さ
れ
た
渡
良
瀬
遊

水
地
は
、
３
，
３
０
０
ヘ
㌶

（
う
ち
登
録
は
２
，
８
６
１
㌶
）

の
す
べ
て
が
元
か
ら
湿
地

（
募
集
）　　

  

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）・ 

生
年
月
日 

・
住
所
・
電
話
番
号
・

　

    

保
護
者
名
を
記
入
し
て
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
市
役
所
秘
書
広
報
課
へ
。

                        

写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

（
締
め
切
り
）
平
成
25
年
１
月
生
ま
れ　

11
月
20
日
（
水
）

（
当
日
必
着
）
平
成
25
年
２
月
生
ま
れ　

12
月
５
日
（
木
）

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
わ

ず
か
百
年
ほ
ど
前
に
は
人
々

が
暮
ら
す
村
が
あ
っ
た
。
そ

の
旧
谷
中
村
は
遊
水
地
の
北

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
２
㌔
ほ
ど

進
ん
だ
地
点
、

ハ
ー
ト
形
の
貯

水
池（
谷
中
湖
）

北
側
に
谷
中

村
史
跡
保
全
ゾ
ー
ン
と
し
て
、

役
場
跡
や
住
居
跡
、
寺
院
跡

な
ど
が
見
学
用
通
路
と
と
も

に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

谷
中
村
が
藤
岡
町
に

合
併
し
た
の
は
明
治
39

（
１
９
０
６
）
年
。
渡
良
瀬

川
上
流
の
足
尾
銅
山
の
銅
の

精
錬
過
程
で
生
じ
る
鉱
毒
に

よ
っ
て
流
域
の
農
業
に
被
害

が
生
じ
た
。
国
は
、
鉱
毒
対

策
と
利
根
川
を
含
め
た
洪
水

　
　

    

野
外
学
習
の
場
と
し
て″
活
躍
″

「
村
」
は
自
然
と
歴
史
の
中
に

対
策
の
手
段
と
し
て
渡
良
瀬

川
の
流
れ
を
変
え
、
赤
麻
沼

な
ど
に
加
え
て
、
渡
良
瀬
、

巴
波
川
の
合
流
点
の
谷
中
村

を
そ
っ
く
り
遊
水
地
と
す
る

計
画
を
立
て
た
。

　

銅
山
の
操
業
停
止
と
利

根
川
の
改
修
な
ど
が
先
決
と

す
る
田
中
正
造
が
先
頭
に
立

ち
、
村
の
存
続
を
願
う
人
た

ち
と
と
も
に
反
対
運
動
を
展

開
す
る
。
村
の
歴
史
や
廃
村

の
事
情
、
田
中
正
造
に
つ
い

て
は
藤
岡
歴
史
民
俗
資
料
館

の
展
示
品
で
理
解
で
き
る
。

　

自
然
豊
か
な
遊
水
地
。
エ

ノ
キ
や
ク
ワ
な
ど
の
大
木

が
、
か
つ
て
人
々
が
暮
ら

し
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
。

平成 24 年 11 月生まれの赤ちゃん

増
ま し こ

子　大
だ い き

輝ちゃん

大
おおぬき

貫　然
ぜん

ちゃん

石
いしかわ

川　結
ゆ う と

翔ちゃん

根
ね も と

本祥
しょうのしん

之進ちゃん

金
か ね こ

子　芽
め い

依ちゃん

磯
いそざき

崎　太
た い し

志ちゃん

中
なかむら

村　颯
そ う し

志ちゃん

臼
う す い

井　絢
あ や ね

音ちゃん

大
おおぬき

貫　那
な お

緒ちゃん

仁
に へ い

平　笑
え ま

茉ちゃん

鈴
す ず き

木　柚
ゆ ら

愛ちゃん

福
ふくやま

山　泰
たいせい

成ちゃん 小
こ じ ま

島　篤
あ つ と

人ちゃん

早
そ う と め

乙女　蓮
れん

ちゃん

佐
さ と う

藤　颯
そうすけ

亮ちゃん 小
こばやし

林　晄
ひ か る

瑠ちゃん

須
す な が

永　藍
あ い と

翔ちゃん

福
ふ く だ

田　悠
ゆ う し

詞ちゃん

松
まつもと

本　翼
つばさ

ちゃん

宇
う さ み

佐美陽
は る

琉ちゃん

近
こ ん の

野　志
しりゅう

龍ちゃん

厚
あ つ ぎ

木　諒
りょう

ちゃん

　本市の教育尊重の気運を高めることを
目的に、栃木市教育祭を開催します。
　今年度は、３日間にわたり市内全小中
学校、高校､ 特別支援学校の児童生徒の
作品展を開催し、式典当日は、栃木翔南
高校音楽部による演奏など、盛りだくさ
んの内容です。
◆場所　栃木文化会館（旭町）
◆作品展（大会議室）11 月 16 日（土）、
17 日（日）、18 日（月）9 時～ 16 時▽市
内小中学校・高校・特別支援学校児童生
徒作品（絵画・書等）▽広島平和記念式

典中学生派遣の記録（写真・感想等）▽幼稚園・
保育園学校紹介（11月18日のみ・大ホールホワイエ）

◆式典（大ホール）　11 月 18 日（月）13 時～
15 時 30 分▽あいさつ▽記念アトラクション（栃
木翔南高校音楽部による演奏）▽表彰▽エキス
パート教職員による発表
◆入場無料

事務局（大平中央小内／☎ 43 ‐ 5177）

栃
木
市
教
育
祭
開
催
♪ 

オリンピック開催決定を記念して、栃木市
出身の選手が獲得した金・銀・銅メダルを
展示します

来て！見て！栃木の教育のすば
らしさを味わってください

　

今
年
も「
市
民
健
康
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
医
師
に
よ
る

健
康
相
談
が
無
料
で
受
け
ら
れ

た
り
、
新
鮮
野
菜
や
豚
汁
の
販

売
が
あ
っ
た
り
と
、
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

◆
日
時　

12
月
１
日
（
日
）　

10
時
～
15
時

◆
会
場　

◎
栃
木
中
央
小
学
校

体
育
館
（
入
舟
町
）
▽
医
師
に

よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
▽
健
康
相

談
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

▽
健
康
測
定
コ
ー
ナ
ー
（
肺
活

量
測
定
、
動
脈
硬
化
測
定
、
骨

密
度
測
定
）
▽
新
鮮
野
菜
、
豚

汁
販
売
コ
ー
ナ
ー
▽
抽
選
会
▽

小
学
生
に
よ
る
健
康
ポ
ス
タ
ー

展
示

◎
と
ち
ぎ
蔵
の
街
観
光
館
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル
（
万
町
）
▽
市

民
公
開
講
座
13
時
30
分
～
（
落

語
・
健
康
座
談
会
）
古
今
亭 

志
ん
丸
・
医
師
会
会
員

◆
参
加
費　

無
料

◆
無
料
駐
車
場　

旧
栃
木
第
一

小
学
校
校
庭
※
駐
車
場
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
れ
あ

い
バ
ス
（
市
役
所
前
下
車
）（
東

武
ギ
フ
ト
前
下
車
）
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
１

▶
昨
年
の
市
民
健
康
ま
つ
り

まるまるまるごと
つがまつり 2013

◆
日
時　

11
月
17
日
（
日
）
９

時
～
15
時
（
雨
天
決
行
）
◆
場

所　

産
文
通
り
線
及
び
周
辺
市

施
設
（
都
賀
町
地
内
）

◆
定
員　

は
し
ご
車
搭
乗
体
験　

80
人
程
度
、
苗
木
配
布
１
５
０

人
（
そ
れ
ぞ
れ
先
着
順
）

◆
参
加
費　

バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー

１
０
０
円
／
回

　

都
賀
地
域
の
団
体
が
一
堂
に

会
し
都
賀
を
ま
る
ご
と
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
模
擬
店
や

苗
木
配
布
、
お
囃
子
、
よ
さ
こ

い
踊
り
が
楽
し
め
る
ほ
か
、
は

し
ご
車
・
工
事
車
両
搭
乗
な
ど

の
体
験
エ
リ
ア
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
郷
土
芸
能
や
と
ち
お
と
め
25

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
先　

ま
る
ま
る
ま
る
ご

と
つ
が
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（ 
 

産
業
振
興
課
内
／
☎
29

‐
１
１
０
４
）

平
成
25
年
度
市
民
健
康
ま
つ
り▲つがまつり 2012 の様子



2013（平成 25）年 10月 18日　発行　　　　　　　　　　　　　　　　　広報とちぎ　11月号 16

とちぎが生んだ詩人　柴田トヨ回顧展

平成
25 年

11
月

16
日（土）~12

月８日（日）

（一般
　

　
　

人、小・中学生
　

　
　

人）

市
民
無
料
入
場
券

※本券で期間中、１回限り有効

※コピー不可

※入館人数を記入し、切り取りの

うえ、受付へお持ちください。

キ
 リ

 ト
 リ

会
場

　
と

ち
ぎ

蔵
の

街
美

術
館

詳
し
く
は
12
面
へ

市内各地から、楽しい話題が届きました！

市内各地のイベント情報を、市ホームページのイベントカレンダーで見ることができます。

　｢栃木市渡良瀬遊水地フェスティバル 2013｣（略
称わたフェス）が９月８日、谷中湖北ブロック子供
広場ゾーンをメイン会場に開催されました。
  同時に、全日本実業団自転車競技連盟主催の自転
車レースも開催され、遊水地内や周辺で行われてい
る多彩なレジャー・スポーツが一堂に会しました。
　今年は馬車体験や、とちキャラーズ（県内で活躍
するマスコットキャラクター）とのゲームも行われ、
また新しい ｢わたフェス｣ になりました。

　

９
月
22
日
に
、
富
張
地
区
環
境
保
全
会
が
、
農
地
・
水
・

環
境
保
全
対
策
事
業
と
し
て
、
赤
津
川
周
辺
及
び
幹
線
排
水

路
等
の
一
斉
草
刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

環
境
保
全
会
で
は
、
今
後
も
地
域
住
民
が
一
体
と
な
り
、

定
期
的
に
河
川
等
の
除
草
や
排
水
路
管
理
、生
き
物
調
査
等
、

自
然
豊
か
な
住
環
境
の
維
持
保
全
の
た
め
の
事
業
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

西
方
地
域
で
は
自
治
会
の
公
民
館
な
ど
を
利

用
し
て
、
毎
月
「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
主
に
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
行
わ
れ
て
お
り
、
介
護
予
防
の
た
め
の
体
操

や
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の
頭
の
体
操
を
行
っ

た
あ
と
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
な

ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　９月 10 日、地域子育て支援センターおおひらで消防訓練
が行われ、約 20 組の親子が参加しました。
　速やかに外へ避難したのに続き、水の出る消火器で消火訓
練を行いました。また、消防士による放水の実演では、子ど
も達から大きな歓声があがりました。
　訓練後、参加者は消防車の前で写真を撮ったり、消防服を
着たりして楽しみながら防災について学びました。

　９月 24 日、永野川緑地公園で、市消防本部・
市消防署による、集団救急事故搬送訓練が行わ
れました。
　訓練には、県消防防災ヘリコプター「おおる
り」と県ドクターヘリも参加して行われ、ヘリ
コプターが離着陸する時の強風には、見学に訪
れた方も驚いていました。

　藤岡観光いも掘り農園に咲いたベニアズマの花


